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一
、

緒

言

本
邦

は
島
喚

に
し

て
地
勢
峡
長
、
加

ふ
る
に
山
岳
重
聲

し
て
眞

の
李
野
と
稽
す

べ
き

も

の
蓼

々
カ

る
も
の
あ

り
。

而
も
國
民

の
常
食
は
干

野
作
物

π
る
米
食

に
偏
重

し
、
人

口
の
過
剰

は
食
糧

の
不
足
を
起
誘
し

、
荷
し
く
も
雫

野
に

し

て
水
田

に
あ
ら
ざ

る
な
く

、
殆

ん
と
他

の
作
物

の
耕
作

を
許

さ

¥
る
状
態

に
あ
り
。
現
在
耕

地
総
面
積

六
百
十
六

萬

二
千
町
歩
、
内
、
田
三
百
五
萬

三
千
町
歩
、
畑

三
百
+
萬
九
千
町
歩
、
是
を
國
土
総
面
積

三
千
九
百
十

一
萬

五
千

覇
筋
粉
に
關
す
る
研
究

二
〇
九
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ご
』
O

町
歩
に
比
す
れ
ば
僅
に

一
割
五
分
七
厘
に
過
ぎ
ず
。
而
も
年

々
田
と
な
る
べ
き
李
野
減
少
し
て
、
將
來
田
畑
と
な
る

べ
き
未
墾
地

一
百
萬
町
歩
中
、
田
と
な
る
べ
き
も
の
三
+
萬
町
歩
に
封
し
て
畑
と
な
る
べ
き
も
の
七
+
萬
町
歩
の
比

例
な
り
。
以
て
水
田
作
の
將
來
愈

々
行
詰
と
な
る
べ
き
は
明
な
う
。
思
ふ
に
卒
地
耕
作
に
偏
重
に
し
て
山
岳
耕
作
の

顧
ら
れ
ざ
る
は
、
勿
論
山
岳
は
癖
稜
に
し
て
牧
盆
平
地
作
に
及
ば
ざ
る
も
の
あ
り
と
錐
も
、
叉
耕
作
の
種
類
経
管
の

方
法
に
し
て
宜
し
き
を
得
ん
か
、
山
陪
耕
作
と
錐
も
敢
て
平
地
耕
作
に
比
し
遜
色
な
き
も
の
あ
る
べ
し
。
即
ち
萄
蕩

栽
培
の
如
き
は
山
岳
耕
作
に
適
し
、
普
通
の
李
野
作
物
に
比
し
て
遙
に
優
良
に
し
て
反
當
二
、
三
百
圓
の
純
利
盆
を

畢
げ
得
べ
く
、
是
に
從
事
す
る
農
家
は
常
に
生
計
富
裕
な
り
。
特
に
莇
蕩

の
栽
培
が
如
何
な
る
山
間
僻
地
と
錐
も
適

せ
ざ
る
な
く
、
桑
、
楮
、
三
極
、
桐
等

の
如
き
木
類

の
み
よ
b
殆
ん
と
栽
培
し
能
は
ざ
る
程
の
山
岳
に
適
し
、
而
も

之
等
木
類

の
間
作
と
し
て
も
優

に
反
當
百
圓
の
牧
盆
を
畢
げ
得

べ
し
と
云
ふ
に
見
る
も
、
如
何
に
山
地
作
物
と
し
て

有
盆
な
る
物
力
る
や
知
る
べ
き
に
し
て
、
本
邦
山
林
面
積
は
國
土
の
雫
数
に
達
し

一
千
七
百
四
十
萬
三
千
町
歩
、
此

の
牢
歎
八
百
萬
町
歩
が
將
來
是
等
木
類
及
萄
蕩
等

の
山
地
作
物
に
利
用
し
得
る
な
れ
ば
、
國
家
の
幸
慶
是
に
過
ぎ
る

も
の
あ
ら
ぎ
る
べ
し
。

是
を
食
糧
問
題
よ
う
考
察
す
る
竜
、
萄
蕩
は
軍
に
生
食
用
と
し
て
慣
値
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
是
を
紡
績
用
其
他
の

工
業
用
糊
と
し
て
利
用
せ
ら
る

＼
こ
と
近
時
頗
る
登
達
し
尤
る
を
以
て
、
從
來
米
、
褒
、
馬
鈴
薯

、
甘
薯
、
其
他
の

O



澱

粉
等

の
如
き
食
糧
原
料

を
工
業
用

に
消
養
す

る
の
不
経
濟
を
緩
和
し
得

べ
く

、
且

つ
鍋
蕩

の
糊
と
し
て
有
効
牽
は

普
通
澱
粉

の
百
倍
乃
至

二
百
倍

に
竜
達
す

べ
け
れ
ば
、

一
反
歩
よ
う
得

る
莇
蕩
糊

は

一
町
歩

の
米
、
褻

、
其
他

の
澱

粉
糊

に
匹
敵
し
得

べ
く
、
結
局
糊
原
料

と
し
て
清
費

せ
ら
る

＼
是

等
食
料
作
物
を
眞

に
食

糧
と

し

て
の
慣
値
を
登
揮

せ
し

め
、
間
接

に
國

民
現
下

の
食
糧
問
題
解
決

の
良
材

料
π
る
べ

し
。

往
時
鋳
蕩

の
利
用

は
殆

ん
と
其
九
割
を
食
用

に
供

せ
ら
る

＼
も

の
に
し
て
、
工
業
用
と
し
て
は
僅

に
軍
陣
に
用

ひ

カ

る
釆
配
、
纒

、
雪
合
勿

の
糊
料
と
し

て
の
み
な
b
し
が
、
近
時
覇
荊

糊

の
利
用

大
に
研
究

せ
ら
れ
、
其
最
多
量
な

る
消
費
額
は
紡
績
用

糊
、
特

に
天
俄
織
糊
、
擬
麻
布
糊

、
木
綿
蚊
張
等

に
重

用
せ
ら
れ
、
絹

織
物
糊

、
機
織
加
重
糊

、

飛
行
機
翼
糊
等

に
も
賞
用

せ
ら

る
。
叉
其

の
塞
氣
を
透

き
ざ

る
性
質
を
利
用

し

て
輕
氣
球
嚢
、
塞
氣
枕
等

に
愛
用

せ

ら

れ
、
水
を
洩

さ

璽
る
性
質

の
慮
用
と
し

て
は
氷
袋

、
雨

合
勿
、
防
水
布

、
天
幕
、
防
水
救
命
衣
、
帆
布
、
雨
傘

、

ソ
ー

ン
コ
ー
ト
、
婦

人
東

コ
ー
ト
、
食
品

カ
ー
バ
ー
、
擬
革
紙
用

、
模

造

パ
ナ

マ
暢

、
模
造
護
護
、

オ
ブ

ラ
ー
ト
等

に
用

ひ
ら
る
。
其
他

活
動
寓
眞

ヒ
ル

ム
、

セ

ル
ロ
イ
ド
代
用
品
、
電
氣

絶
縁

帯
、
化
粧
原

料
、
経
木
張

付
糊
、
家
庭

用
事
務
用
糊
、
菌
類
培
養
基

、
印
刷
用
茜
蕩
板

、

ロ
ー
ラ

ー
等

、
工
藝
的
利
用

は
近
時
化
學
的
研
究
と
共

に
盆

々
駿

達

せ
ん
と
す
る
趨
勢
を
示
し
、
今
や
鋳
蕩
粉

の
海
外

に
輸
出
せ
ら

る

＼
あ
う
。
海
外
に
於

け
る
科
學
的
研
究
並

に
本

郵

に
於

け
る
特
許
製

作
に
属

す
る
未
知

の
利
用

の
如
き
も
僅

小
に
あ
ら
ざ
る

べ
く
、
家
庭
用
被

服
張
糊
と
し
て
は
僅

、

萄
窮
粉
に
關
す

る
研
究

二

一
一
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一
二

に
三
銭
の
慣
格
の
鋳
蕩
粉
は
優
に
三
枚
の
輩
衣
を
糊
付
す
る
に
足
る
べ
く
、
叉
精
粉
製
造
の
際
に
生
ず
る
飛
粉
は
壁

土
粘
着
用
、
炭
團
糊
、
蚊
取
線
香
糊
、
婦
人
髪
洗
糊
と
し
て
賞
用
せ
ら
る
。
特
に
近
詩
爆
螢
捌
と
し
て
の
利
用
研
究

も
亦
道
程
に
あ
る
も
の
＼
如
く
、
其
利
用
の
範
圃
奈
邊

に
迄
振
大
せ
ら
る
＼
や
想
像
を
許
さ
冥
る
と
こ
ろ
な
う
。

高
蕩

の
経
濟
的
橿
値
夫
れ
斯

の
如
し
。
故
に
生
薯

の
領
格
は
歎
年
來
騰
貴
し
て
尚
需
要
盆

々
壇
加
し
、
生
産
是
に

伜
は
ざ
る
怨
あ
う
。
其
作
付
反
別
二
千
町
歩
、
生
産
額

一
千
萬
貫
、
債
格

一
千
三
百
萬
圓
を
超
過
せ
ん
と
す
。
將
來
・

務
蕩
耕
作
を
奨
鋤

せ
ん
か
盆

々
産
額
を
壇
加
す
べ
く
、
農
家
副
業
と
し
て
鷲
業
と
匹
敵
す
べ
き
領
値
を
有
す
る
も
の

な
る
こ
と
、
本
邦
中
其
栽
培
の
最
も
盛
な
る
岡
山
、
群
馬
、
輻
島
、
茨
城
、
宮
崎
、
廣
島
、
静
岡
等

の
農
家
等
の
認

む
る
と

こ
ろ
な
り
。
今
鋳
蕩
栽
培

の
農
家
戸
藪
を
養
盤
戸
藪
程
度
に
振
張
せ
し
め
得
る
も
の
と
し
て

(
全
國
農
家
戸

藪

の
三
+
五
%
)
鍋
蕩
栽
培
反
別
を
桑
園
反
別
と
同
等
と
す
る
と
き
は
鏑
蕩

の
作
付
反
別
は
六
+
萬
町
歩
と
な
る
、

是
を
反
當
準
均
二
百
圓

の
牧
入
あ
る
も
の
と
見
て
優
に

一
億

二
千
萬
圓

の
年
産
額
を
學
げ
得
べ
し
。
加
之
、
鍋
蕩
粉

製
造
は
養
霊
業
と
衝
突
せ
ず
、
多
季
農
閑
期
を
利
用
し
て
精
粉
に
從
事
す
る
を
得
べ
く
、
間
接
に
農
家
に
適
當
な
る

冬
期
副
業
を
與
ふ
る
こ
と

＼
な
る
。
故

に
是
が
生
産
塘
加
を
計
る
は
農
家
纏
濟
上
重
要
な
る
關
係
を
示
す
竜
の
に
し

て
、
今

日
本
邦
農
村
疲
弊
に
劉
し
て
局
面
展
開
の

一
政
策
と
し
て
最
竜
有
効
な
る
産
業
な
り
と
云
ふ
を
得
べ
し
。

務
蕩
な
る
食
品
は
古
く
よ
う
支
那
南
方
の
人
士

の
食
膳
に
供
せ
ら
れ
π
る
竜
の
に
し

て
、
北
方
の
人
士
は
今
街
甚



し
く
賞
味

せ
ず
僅

に
天
津
地
方

に
行
は
る

＼
の
み
な
う
。
由
來
支

那
の
食
品
文
化
は
北
方
黄
河
流
域

に
螢
鮮
し
カ
る

竜

の
と

、
南
方
揚
子

江
流
域

に
磯
達
し
カ
る
竜

の
と
あ
う
。
黍

、
稗
、
粟

、
穫
、
玉
蜀
黍

、
南
京
豆
、
大
小
豆
、
大

小
褻

、
楽
種

、
酒
等

は
前
者

に
属

し
、
生
縣
を
創
製

せ
り
。
是

に
反
し
南
方

は
米
、
砂
糖

、
茶

、
綿
花

の
如
き
重
要

産
物

よ
り
紅
、
藍
、
胡
瓜

、
大
蒜

、
胡

麻
等
を
生
産

し
、
茶

、
豆
腐

、
鋳
蕩
等

の
食

品
を
創
製

せ
b
。

元
來
鏑
蕩

な
る
植

物
は
天
南
星
と
共
に
有
毒
植
物

に
し
て
、
[
和
漢

三
才
圖
會

[
に
本
是
毒
草
而
其

生
萄
蕩

有
毒
鼠

食

之
至
死
と
記
せ
う
。
即
ち
古
來
之
を
毒
草

の
類

に
牧

め
僅

に
藥
用

に
供
し
カ
る
程
度

の
も

の
な
b

し
も
、
其
初

め

毒

を
除

か
ん
と
し
て
の
原
始
的
庭

理
法
π

る
灰

汁
を
以
て
煮

る

乙
と
を
考

へ
、
偶

々
以
て
餅
と
成

る
を
磯
見
し
、
更

に
之
を
精
製

し
て
遂

に
今

日
吾
人

の
見

る
が
如
き
凍
子
を
完
成

せ
る
も

の
な

る
べ
し
。

「開
寳
本
草

一に
蕩
頭
味
辛
寒
有
毒
主
癖
腫
風
毒
摩
傳
腫
上
播
砕
以
茨
汁
煮
成
餅
五
昧
調
和
爲
茄
食
性
冷
主
消
潟
性

戟
喉
出
血
と
あ
り
。
蕩
頭
即
ち
鏑
蕩
な
う
。
蓋
し
支
那
上
古

に
於

て
蕩
と
鋳
と
各
別
檬
に
登
達

し

た

る
丈
字

に
し
・

て
、
漢
名
本
草
の
古
典

」爾
雅

一(
紀
元
前
五
〇
七
年
)
に
鏑
蕩

の
文
字
な
し
。
其
初
め
て
鏑
蕩
な
る
熟
字

の
現
は
る

る
は

[丈
選

一(
紀
元
五
二
入
年
)
左
太
仲
蜀
都
賦
中
に
し
て
、
有
橘
柚
之
園
則
林
檎
枇
杷
椎
柿
其
圃
則
有
務
蕩
茱
萸

瓜
疇
芋
囁
甘
簾
辛
藍
陽
薩
陰
藪
。
更
に
唐
代
劉
達
注
丈
選

(
紀
元
七

一
入
年
)
左
氏
蜀
都
賦
中
に
蕩
草
也
、
其
根
名

蕩
頭
、
大
者
如
斗
其
肌
正
自
可
以
茨
汁
煮
則
凝
成
可
以
若
酒
俺
食
之
蜀
人
珍
焉
。
即
ち
蕩

は
草
に
し
て
其
根
を
蕩
頭

　

萄
莇
粉
に
關
す

ろ
研
究

二

=
二
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二

一
四

の

と
稽
し
、
其
註
解
に
依

て
鏑
蕩
な
る
を
知
る
べ
く
、
當
時
既
に
栽
培
植
物
た
る
を
窺
ふ
に
足
る
べ
し
。

一開
寳
本
草

」
は
柴
の
大
租
、
開
寳
六
年
命
尚
藥
奉
御
劉
輸
逸
士
馬
士
等
九
人
取
蜀
本
草
。
馬
士
爲
之
註
解
す
る
も

の
に
し
て
世
界
採
藥
史
上
最

古
の
記
録
に
し
て
、
而
も
其
蜀
の
本
草
を
取
り
し
と
云
ふ
に
よ
う
茜
蕩
研
究

の
記
録
と

し
て
最
も
重
要
な
る
も

の
な
り
。
馬
士
日
ふ
、
蕩
頭
出
呉
蜀
葉
似
由
蹟
宇
夏
根
大
如
碗
生
陰
地
。

即
ち
丈
選
並
に
開
寳
本
草
に
依
る
に
、
茜
蕩
は
唐
代
、
宋
代
に
は
主
と
し
て
蕩
頭
と
呼
び
し
も
の
＼
如
く
、
左
氏

.

蜀
都
の
賦
に
於
て
初
め
て
茜
蕩
な
る
熟
・字
現
は
れ
、
李
時
珍
の
本
草
綱
目
亦
之
を
探
用
し
蕩

頭
を
調
蕩
と
し
、
本
邦

本
草
學
者
は
由
來
綱
目
を
以

て
漢
名
索
引
の
玉
條
と
な
す
を
以
て
、
莇
蕩

の
丈
字
主
と
し
て
本
邦
に
行
は
る
＼
に
至

れ
り
。
天

草
綱
具

明
ノ
世
宗
始
干
嘉
靖
季

攣

萬
蔑

寅
)
時
珍
日
、
蕩

、
鑛

蕩

出
蜀
露

州
亦
有
之
呼

鬼
頭
、
閾
中
亦
種
之
、
宜
樹
陰
下
掘
杭
積
糞
春
時
生
苗
、
至
五
月
移
之
長

=

一尺
與
南
星
相
似
但
多
斑
黙
宿
根
亦
自

生
苗
其
滴
露
之
読
蓋
不
然
経
二
年
者
根
大
如
碗
乃
芋
魁
其
外
理
自
味
麻
人
秋
後
探
根
須
浮
擦
或
掲
或
片
駁
以
嚴
灰
汁

煮
…十
飴
沸
以
淘
換
水
更
煮
五
六
遍
即
成
凍
子
切
片
以
若
酒
五
味
掩
食
不
以
舳灰
汁
則
不
成
也
切
作
細
縣
沸
湯
約
過
五
味

調
食
状
如
水
母
縣
。

萄
蕩

の
本
邦
に
入
う
し
は
既

に

一
千
年
以
前

の
上
古
に
し
て
、
一延
喜
式

」(
紀
元
九
〇

一
年
)
に
よ
れ

ば
當
時
の



陸
田

に
は
黍

、
穫

、
粟

、
稗
、
大
屡

、
小
姿

、
蕎
姿

、
大
豆
、
小
豆
、
大
角
豆

、
普

.
蒜

、
葱

、
瓜
、
茄

、
羅
敢
あ

蚤
、
外
國
よ
う
輸

入
せ

る
胡
麻
、
叢

、
舶豊
弱
、
紅
藍
等

を
耕
作
せ
b
と

云
ふ
に
よ
わ
、
當

時
既

に
鍋
蕩

の
輸

入
せ
ら

れ

て
本
邦

に
栽
培

せ
ら
れ
た

る
を
知

る
べ
く
、
勿
論
莇
蕩

は
本
邦

に
於

て
九
州
に
野
生
す

る
を
以

て
當

時
竜
野
生
種

は
存
在

せ
る
に
は
相
違

な
き
も

、
當
時

の
本
邦
人
は
未
だ
野
生
務
蕩

の
利
用

に
就

て
考
究
す

る
も
の
な
く

、
全
く
南

支
那

の
此

の
栽
培
鋳
蕩

を
奇
異

な
る
眼
を
以

て
輸

入
し
た
る
も
の
な

る
べ
く
、
即
ち
唐

の
末
世
、
宋

の
始
世
頃
既

に

茜
蕩
が
本
邦

に
傳
來
し
虎
る
を
知

る
べ
く

、
西
紀

八
〇
〇
年
頃

は
本
邦
よ
う
盛

に
留
學

生
を
唐

に
派
遣
し
彼

國

の
佛

敷
並
に
其
文
化
を
輸

入
し
カ
る
時
代

に
し

て
、
我
名

僧
最
澄

(
傳

敏
)
、
塞
海

(
弘
法
)
等

の
唐

よ
b
蹄
朝

せ
る

(
紀

元
入
〇
五
ー
入

〇
六
)
頃
な
れ
ば
、
鋳
蕩

も
亦
豆
腐

の
如
き
食
品
と
共

に
支

那
南
方
食
品

の
文
化
が
佛

敷
、
特
に
其

肉
食

禁

の
敷
化
と
共

に
自
然
寺

院

の
食
品
と
し

て
當

時

の
留
學
生
僧
侶
等

に
依

て
製
法
食

法
を
傳
來

し
、
同
時

に
之

が
原
料
と
し

て
萄
蕩

植
物
の
輸

入
栽
培

せ
ら
れ
π
る
も

の
な

る
べ
し
。

源
順

著

一
和
名
類
聚

抄

一(
宇
多

天
皇
寛
孚

二

年
西
紀
九
五
〇
年
)
は
劉
達
註
、
蜀
都
賦

、
蕩
草

也
、
其
根
名
蕩

頭
を
引
用

し
て
、
蒲
蕩

、
栩
弱

二
音
、
和
名
古

通

夜
久
と

せ
り
。
狩
谷
望
之
著

一箋

注
倭
名
類
聚

抄

一
に
蕩
所
謂
古
魎
夜

久
是
也
、
而
唐
宋

以
來

俗
誤
蕩

呼
鍋
蕩
。

蓋
し

萄
蕩

漢
音

萄

O
暮

蕩

冒
o
…
:
甘

鋳
蕩

∩
露
↓
=
o

∩
ぴ
〒
甘

覇
蔚
粉
に
關
す
る
研
究

一=

五



商

學

討

究

第

ご
巻

(上
)

二

=
バ

一
五
車
韻
瑞

一(
呉
興
後
學
凌
稚
隆
以
棟
文
編
)
に

並
甥

上
聲

鹿
呉
、

弗弱

入
聲

藥

即
ち
蕩
頭
、
鍋
蕩
は
呉
韻
庭
藥
と
襯
音
す
る
を
以
て
、
和
名
類
聚
抄
は
莇
蕩

の
和
名
を
古
逼
夜
久
と
萬
葉
假
名
に
て

表
は
せ
る
も
の
な
う
。
寺
島
良
安
萱

和
漢
三
才
圖
豊

(
中
御
門
天
皇
正
笹

一奪

西
墾

七

≡

年
)
に
製
品
を
鵡

ヨ
ヤ
ク

蕩
餅
と
し
鋳
蕩
草
と
囁
別
せ
う
。
一開
寳
本
草

π

も
鵠
草
也
、
其
根
鶉
頭
、
播
砕
以
灰
汁
煮
成
餅
と
、
鋳
蕩

の
地
上

部
を
萌
草
、
地
下
の
球
董
を
翁
頭

と
し
、
鋳
蕩

の
食
品
を
萄
翁
餅

と
明
に
囁
別
せ
う
。
餅

即
ち

製
品
π
る
莇
蕩
は

一
本
草
綱
目

[に
竜
凍
子

↓
。
麸
み
≧

と
明
記
せ
り
。
後
世
齪
用
し
て
鋳
蕩
、
箆
蕩
等
其
植
物
を
意
味
し
、
又
球
董
を

意
味
し
、
同
時
に
其
製
品
を
総
…す
る
に
至
れ
う
。

食
品
な
る
茜
蕩

の
製
造
は
上
述
の
如
く
遠
く
其
起
源
を
支
那
上
古

に
贅
せ
う
と
錐
も
、
商
品
と
し
て
の
萄
鶉
粉

の

製
造
は
全
く
本
邦
に
於
て
磯
明
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、
費
歴
九
年
茨
城
縣
久
慈
郡
諸
澤
村

の
入
中
島
藤
右
衛
門
氏

に
依

て
創
始
せ
ら
れ
し
も
の
、
其
庭
理
簡
易
な
り
と
錐
も
能
く
鏑
蕩
分
の
性
質
に
適
し
、
理
論
的
庭
理
法
に
し
て
貯

藏
運
般

に
耐

ふ
る
を
以
て
販
路
を
横
大
し
生
産
を
壇
加
し
、
遽

に
海
外
輸
出
を
し
て
可
能
な
ら
し
め
π
る
効
績
大
な

り
と
云
ふ
べ
し
。
同
氏
彰
徳
碑
に

地
僻
四
而
瞳
峨
無
有
良
田
居
民
毎
堀
山
腹
植
箆
蕩
而
費
以
管
生
臭
隣
里
往

々
出
之
則
市
債
盆
下
而
入
少
然
箆
蕩



■

之
駕
物
也
重
而
不
能
輸
諸
遠
里
於
是
眞
詮
藪
年
之
間
書
夜
工
夫
萬
端
而
途
得
致
遠
之
方
日
乾
而
作
未
苞
以
途
則

凡
舟
車
之
所
及
無
所
不
到
四
方
遠
近
人
皆
稽
之
日
粉
箆
蕩
途
爲
名
産
、
故
其
慣
亦
日
貴
而
村
及
出
之
者
大
悦
歳

抄
粗
税
年
以
爲
之
資
則
眞
詮
之
功
可
謂
偉
尖
。

二
、
萄

萌

植

物

鍋

蕩

植

物

は

天

南

星

科

」
ミ

ミ
ミ

に
属

し

萄

蕩

属

嵐
ミ
、
鷲
詠
§
詠
ミ
§

隔

に
容

る

竜

の

に

し

て

、

從

來

日
本

並

に
南

支

那

、

印

度

の
み

に
限

り

産

す

る

も

の
と

誤

信

せ
ら

れ

た

れ

ど

も

、
新

大

陸

及

欧

洲

に

は
産

せ

ざ

れ

ど

も

支

那

、

印

度

、

印

度

支

那

、

馬

來

、

馬

尼

刺

、

南

洋

諸

島

、

亜

弗

利

加

、

濠

洲

に
産

す

る

も

の

に

し

て

、
要

す

る

に

奮

大

陸

の

雨

量

の

大

な

る
熱

帯

、

亜

熱

帯

及

温

帯

の
貿

易

風

の
關

係

上

雨

量

の
大

な

る
豪

濁

、

九

州

、
琉

球

、

南

支

那

等

の

地

…帯

に
産

す

る

も

の

に

し

て

、

是

を

表

示

す

れ
ば

、

一
、

亜

細

亜

山
ハ
十

一
=
橦

1

後
印
度
1ー
ビ
ル
マ
、
ア
ツ
サ
ム
、
ベ
ン
ガ
ル
、
マ
ラ
ツ
カ
、
ア
ン
ダ

マ
ン
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

ご
十

一
種

2

前
印
度
1ー
ボ
ン
ベ
イ
、
セ
イ
ロ
ン
、
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン

七

種

3

西
南
馬
來
1ー
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
ジ
ヤ
ワ

十

三

種

4

ニ
ユ
ウ
ギ
呂
ア
、
モ
ル
ケ
ン

ニ

種

衛
篇
…粉
に
關
す
る
研
究

二

一
七

■



◎

二

、

567太

洋

沸

1212

商

學

討

究

第

】
巻

(
上
)

馬

尼
刺

11
呂
宍

、
ミ

ン
ダ
ナ
オ

印

度
支

那
及
南
支

那
1ー
シ
ヤ
ム
、
海
南

、
香
港

、

日
本
11

垂
潜
、
琉
球

、
九
州

交
趾
支
那
、
東
京

五

濠
洲
馬

來
1ー
チ

モ
ー

ル
、
ク

イ
ン
ス
ラ

ン
F

メ

一7
ネ
シ
ヤ
、
ポ
リ
ネ
シ
ヤ
ーー
フ
イ
ジ
イ

、
サ

モ
ア
、
ダ
ー
プ
ウ

ン
ド

種

六 九 四

種 種 種

 

二

種

三

種

一
=

八

三

、

三

+

三

種

西
部

亜

弗
利

加
1ー
ギ

ニ
ア
、
シ
イ

ラ
リ
オ
ネ

、
ト

ゴ
ラ

ン
ド
、
カ
メ
ラ

ン
、
ガ
ア
ボ

ン
、

コ

ン
ゴ
、
ア

ン
ゴ
ラ

十

七

種

東

部

亜
弗
利

加
ー

モ
サ

ン
ビ

ツ
ク

、

モ
ン
ブ
サ
、

マ
ダ

カ
ス
カ
ル
、

ニ
ア
サ
ラ

ン
ド

、
タ
シ

ガ
イ

カ
、
ス
ダ

ン

十

六

種

世
界

に
産

す

る
蒲
蕩
属

は
七
十
入
種

に
し
て
、
其
三
分

の
二
は
亜
細
亜

に
、
他

の
三
分

の

一
は
亜

弗
利

加
に
産
す

る
を
知

る
べ
く

、
本
邦
に
産
す

る
六
種

の
種
名

及
其
分
布
は
左
の
如
し
。

H
.

鼠
ミ
、
鳶

諒
ミ
S
ミ
ミ

隔
醤

ミ

§

、
§
♪

国

9
>、P
梓
P

イ
シ
ウ

ス
イ

モ

塁
潤
、
嶺

口
庄

(
本

邦
特
産
)

い
.

抵
ミ
ミ
§

"
§
蒔
亀
Nミ
偽

き

ミ
ミ

㌧
℃
Z

・
国
・
剴
「
O
≦
昌
・

ヘ
ン
リ
ー
イ

モ

盛
轡
、
打
狗

.
恒

春

(
本
邦
特
産
)

い
・

詠
ミ
偽
竜

"
竜

"
轟
ミ
亀

諒
㌣
ミ

ひ

　Z
・
国
・

}
W
δ

'く
旨
・

ケ

コ
ン

ニ
ヤ
イ

モ

塁
瀞

(
本

邦
特

産
)

■



Nア

」
ミ
も
§

詠
ミ

詠
轟
§

笥

き

ご
鼠
ミ
ミ
℃
H≦
9
パ
ぎ
O
・

ヤ

マ
コ
ン
昌
ヤ
ク

九
州
、
鹿

見
島
城
山

(
本
邦

特
産
)

い
・

』
ミ
愚

ミ

ぎ
§

奪

ミ

U
葦

藝

き

§

心・
曽

σq
互

コ
ζ

ヤ
ク
{

勲

諮
難

L
聾

鵬

α
・

』
ミ
覧§
藤
ミ
諒
轟
§
%
象

智
ミ
ミ
ミ
篭
か
寓
巴
《ぎ
O
.

シ
マ
コ
ン
呂
ヤ
ク
イ
モ

大
島

(本
邦
特
産
)

以
上
六
種

中
、
礎

種

」
ミ
・鳶
諒
§
詠
§
§
偽
肉
㌧ミ
詳

∪
舞

く雲

き

喧
ミ

団
昌
σq
一Φ
5

は
九
州
、
琉
球

に
野
生
す

る
外
馬

尼
刺

に
産

し
、
其
原
種

鼠
ミ
も§
詠
愚
§
§

隔
肉
㌧ミ
薗

国
5
σq
庁
さ

は
前

印
度
及
佛

領
交
趾
支
那
原
産

の
種
な
り
。

故
に
南

支

那
に
廣
く
栽
培

せ
ら
る

＼
竜

の
は
原
種
力
る
べ
く
、
而
し

て
延
喜
式
時
代

に
本
邦

に
輸

入
せ
る
鋳
蕩

は
此

の
原
種

な

る
べ
し
と
考
察

す
。

而
し
て
後
來
本
邦
野
生

の
此

の
愛

種
も
亦
栽
培

せ
ら
れ
、
現
在

に
於

け
る
鏑
蕩
ぼ

此

の
二
種

よ
う
成

立
す
る
竜
の
と
思
は
る
。

現
在

本
邦

に
於

て
莇
蕩

の
栽
培
せ
ら

る

＼
は
九
州
、
四
國
、
中
國
、
中
部

、
關
東

、
東

北
に
し
て
北
陸
及
北
海
道

は
栽
培

少
量

な
う
。
蓋
し
箇
蕩

の
栽
培

に
は
冬
期

の
貯
藏

法
宜
し
き
を
得

る

こ
と
最
も
肝

要
に
し
て
、
北
海

道

の
如

き
は
成
長
容
易

な
る
も
務
蕩
分

の
牧
量

比
較

的
少
量
な
る
と
、
冬
期
種
芋

の
貯
藏
容
易
な
ら
ざ
る
に
よ
う
其
栽
培

は

除
う
有
望
な
ら
ず
と

信
ず
。
蓋
し
將
來
是
等
寒
地
に
適
慮
す
る
栽
培
種

を
育
成

す
る
を
得

ば
、
其
栽
培
竜
亦
容
易

に

し

て
相
當

牧
盆
を
畢
げ
得

べ
し
と
信
ず
。

萄
蕩

粉

の
製
造
即
ち
精

粉
生
産

は
茨
城
、
栃
木
、
鮮
馬

、
長
野
、
輻
島
、
秋
田
、
静

岡
、
愛
知

、
岡
山
、
廣
島

、

覇
麟
粉
に
關
す
ろ
研
究

一=

九



商

葡學

討

究

第

一
巻

(上
)

ご
二
〇

徳
島
、
宮
崎
の
諸
縣
に
し
て
、
從
て
萄
蕩
芋
の
生
産
額
も
亦
此
等
諸
縣
に
專
に
し
て
他
の
諸
縣
は
比
綾
的
少
量
な
う

全
國
の
生
芋
生
産
額

一
.千
三
百
萬
貫
中
約

一
割
の
精
粉
歩
留
あ
る
も

の
と
見
て
、
全
國
の
精
粉
生
産
能
力
百
三
+
萬

貫
な
る
べ
き
に
現
在
僅

に
四
十
萬
貫
に
過
ぎ
ず
、
獲
り
九
百
萬
貫
約
七
割
は
生
芋
と
し
て
食
用
に
清
費
せ
ら
る
＼
も

の
な
b
。
然
れ
ど
も
是
を
從
來
生
芋
生
産
額
の
九
割
迄
が
食
料

に
消
費
せ
ら
れ
だ
る
に
見
る
に
、
鋳
蕩

の
工
業
的
需

要
が
近
來
長
足
の
襲
達
を
途
げ
π
る
を
示
す
も
の
に
し
て
、
萄
蕩

の
工
業
的
利
用
は
將
來
盆

々
檜
加
登
展
す
べ
き
勢

を
示
せ
り
。

鍋
蕩
植
物
の
地
上
に
見
る
部
分
は
葉

に
し

て
葉
身
及
葉
柄
よ
り
成
り
、
地
下
に
球
董
を
有
す
。
春
期
球
董
は

一
本

の
芽
を
地
上
に
現
出
す
。
芽
は
二
枚
の
苞
葉
に
包
ま
れ
、
苞
葉
開
裂
し
て
幼
葉
を
露
出
す
。
幼
葉
は
初

め
重
鍾
す
れ

ど
も
歎

日
に
し
て
開
好
し
成
熟
せ
る
葉
と
な
る
。

葉
柄
は
高
さ
二
乃
至
三
尺
、
直
径
七
、
入
分
よ
り
二
寸
に
達
し
、
切
断
面
に
於
て
圓
形

の
柱
状
を
な
す
。
葉
柄

の
大

小
は
要
す
る
に
母
球
董

の
大
小
に
比
例
す
る
も
の
に
し
て
、
葉
柄
の
皮
表
は
淡
黄
緑
色
叉
は
淡
紅
緑
色
に
し
て
曙
緑

色

の
斑
熱
あ
b
、
其
周
園
に
淡
茶
褐
色

の
量
を
生
ず
。
斑
紋
は
密

に
或
は
粗
に
散
在
し
て
時
に
は
連
合
す
。
葉
柄
の

頂
部
は
三
分
岐
し
、
未
だ
開
裂
せ
ざ
る
幼
葉
に
あ
う
て
は
第

一
分
岐
は
三
〇
ー
四
三
度

の
角
度
を
以
て
分
岐
し
、
更

に
各
枝

は
二
乃
至
三
に
第

二
次
分
岐
し
二
〇
1
三
二
度
の
角
度
に
開
き
、
老
成
せ
る
葉
に
あ
う
て
は
第

一
次
分
破
は



●

六
〇
1
入
七
度
の
角
度
に
開
き
、
第

二
次
分
岐

は
五
二
ー
七
三
度
の
角
度
に
開
く
。
桑
葉
片
は
大
に
し
て
直
径
二
乃

至
三
尺
に
達
し
、
三
深
裂
し
て
略
三
角
状
掌
状
葉
を
な
す
。
葉
の
各
裂
片
は
短
柄
を
有
し
、
更
に
深
朋
状
に
分
裂
し

て
交
互
に
生
じ
、
各
小
朋
裂
片
は
卵
状
楕
圓
形
に
し
て
最
終
端

の
裂
片
は
卵
状
鏡
尖
頂
を
有
し
中
肋
を
備
ふ
。
葉
脹

は
深
在
し
表
面
溝
を
形
成
し
葉
の
裏
面
に
於
て
隆
起
せ
う
。

花
柄
、
球
董
は
初
年
よ
り
第
五
年
次
若
し
く
は
第
六
年
次
迄
は
毎
年
葉
を
登
生
す
る
竜
有
花
の
葉
柄
を
生
ぜ
ず
、

第
五
年
次
叉
は
第
六
年
次
に
於

て
球
董
は
葉
柄
を
抽
出
せ
ず
し
て
花
柄
を
抽
出
す
。
斯
く
て
球
童
は
萎
縮
す
る
や
花

柄

は
花
を
開
く
。
花
柄
は

一
尺
除
、
淺
黄
緑
色
叉
は
暗
褐
色
に
し
て
淡
緑
色
叉
は
緑
褐
色

の
細
黙
あ
う
、
茶
褐
色
の

量

を
帯
ぶ
。
球
輩
上
花
柄
の
基
部
に
淡
褐
色
の
萢
葉
あ
う
。
花
柄
の
頂
部
は
紫
黒
色

の
苞
を
な
す
。
苞

は
長
さ
五
寸

許
う
抱
擁
し
て
佛
談
状
を
な
す
。
苞
は
箒
緑
色

の
斑
熱
あ
う
、
其
筒
状
部
は
長
さ
五
、
六
寸
、
直
樫
二
寸
、
廣
く
開
口

し
周
園
は
四
寸
位
に
及
び
+
五
條
の
縦
脹
あ
う
。
此
の
賑
は
深
く
凹
み
て
横
走
す
る
小
脈
に
よ
b
連
絡
す
。

筒
状
部
の
重
b
合

へ
る
部
分
は
租

ρ
線
色
に
し
て
晴
線
色
を
帯
び
縁
邊
は
紫
色
な
う
。
上
端

の
開

口
部
は
晴
紫
色

に
し
て
線
色
の
光
澤
あ
う
。
佛
鮫
苞
の
中
心
部
に
鏡
頭
の

一
柱
あ
う
、
肉
穂
花
序
を
な
す
。

肉
穗
は
長
さ
七
、
入
寸
、
基
部

一
乃
至
二
寸
は
淡
黄
色
に
し
て
雌
蕊
を
散
布
し
、
其
上
邊

一
乃
至
三
寸
は
茶
褐
色

の

細
黙
な
る
雄
蕊
を
密
生
す
。
末
端
は
総
て
晴
紫
色
な
う
。
菊
は
無
柄
に
し

て
二
室
あ
り
、
二
孔
を
有
す
。
繭
室
は
相

蒲
鵜

財
に
關
す

ろ
研
究

二
二

一



●

商

學

討

究

第

一
巻

(上
)

二
二
二

連
績
し
長
楕
圓
形
に
し
て
先
端
孔
裂
す
。

子
房
は
球
状
に
し
て
二
乃
至
三
室
あ
う
。
花
柱
は
短
け
れ
ど
も
明
に
し
て
桂
頭
は
頭
状
、
胚
珠
は
各
室
に

一
個
を

有
し
到
生
な
り
。
果
實
は
粒
状
の
漿
果
に
し
て
多
歎
花
軸
の
周
園
に
着
き

、
熟
す
る
と
き
黄
赤
色
を
呈
す
。
小
歎
の

種
子
あ
り
、
種
皮
薄
く
し
て
李
滑
、
胚
孔
を
触
け
り
。

本
邦
産

の
覇
蕩
の
花
は
上
述
の
如
く
大
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
ボ
ル
ネ
オ
島
産

》
ヨ
。
壱
ゴ
。
℃
冨
富
諺

αq
凶αQ
寡
鈴。
霧

と
稽

す
る
覇
蕩
の
花
は
世
界
中
最
も
大
な
る
花
を
磯
生
す
る
も
の
に
し
て
、
從
來
知
ら
れ
π
る
世
界

の
最
大
花
ラ
フ
レ
シ

ア
花
が
直
径
三
尺
な
る
に
、
此
の
大
蒲
蕩

の
花
は
高
さ
入
尺
、
直
穫
四
尺
の
驚
く
べ
き
大
佛
談
花
を
有
す
る
竜
の
な

う
。球

華
、
茜
蕩
植
物
の
地
下
に
於
け
る
部
分
は
球
董
に
し
て
覇
蕩

の
経
濟
的
償
値
の
大
な
る
部
分
な
b
。
球
董
は
萄

蕩
植
物
が
地
下
に
形
成
す
る
貯
藏
器
官
に
し
て
廣
卵
型
若
し
く
は
尾
を
有
せ
ざ
る
蕪
蓄
根
を
な
す
。
球
輩

の
形
成
順

序
を
見
る
に
、
親
球
董

の
芽
が
磯
展
す
る
と
き
は
其
基
部
に
新
球
輩
を
成
形
し
、
新
球
董
は
肥
大
成
長
を
開
始
す
る

を
以
て
球
状
と
な
り
、
是
よ
う
上
部
に
葉
鞘
並
に
葉
柄
を
伸
展
し
、
下
部
よ
う
新
根
を
登
生
し
、
葉
の
展
開
螢
養

の

旺
盛
と
な
る
に
從
て
新
球
董

の
肥
大
成
長
を
遽
ぐ
る
も
の
な
う
.
斯
く
て
奮
球
董
の
内
容
即
ち
萄
蕩
分
、
澱
分
等
の

管
養
物
が
新
葉
展
開
の
た
め
に
消
費
せ
ら
る
＼
や
漸
次
萎
縮
し
て
、
特
に
新
球
董
が
盛
に
新
根
を
登
生
し
て
濁
立
の



螢
養
を
行
ふ
に
及
び
親
球
董
は
途
に
全
く
崩
潰
す
る
に
至
る
。
新
球
輩
ぼ

漸
次
肥
大
成
長
を
毬
げ
て
、
秋
末
地
上
葉

枯
死
す
る
や
僅
に
頂
芽
を
残
し
て
根
も
亦
枯
死
し
て
球
葉
完
成
す
。
斯
く
て
第
二
年
次
、
第
三
年
次
、
第
四
年
次
と

漸
次
肥
大
成
長
を
繰
返
し
て
所
要

の
大
さ
に
達
す
れ
ば
、
第
五
年
次
若
く
は
第
六
年
次
に
於

て
花
芽
を
形
成
し
、
球

董

の
内
容

は
全
く
花
及
果
實
種
子
の
磯
育
に
資

せ
ら
れ
今
や
新
球
董
を
形
成
せ
ず
、
全
く
萎
縮
枯
死
す
る
に
至
る
。

球
藍
は
夏
苗

に
あ
り
て
は
太
き
葉
柄
の
基
部
を
占
め
、
其
上
部
葉
柄
と
の
境
堺
部
附
近
よ
・9
多
欺

の
根
を
登
生
す
。

根

の
螢
生
盛
な
る
は
初
夏
の
候
に
し
て
、
此
の
時
期

に
當
り
て
は
新
根
は

一
乃
至
三
尺
に
達
す
。
球
董
中
部
よ
り
螢

生
す
る
根
は
比
較
的
短
く
少
量
に
し
て
、
術
下
雫
部
並
に
底
部
は
既

に
根
を
脱
落
せ
う
。
秋
苗

は
球
董
頂
部
に
葉
痕

を
獲
し
て
其
申
央
部
よ
ウ
新
頂
葉
を
登
生
し
、
葉
痕
に
は
維
管
束
の
分
離
痕
を
黙
在
せ
う
。
葉
痕

の
周
圃
即
ち
新
根

帯
以
下
の
球
董
中
部
は
多
数

の
根
の
脱
落
痕
を
有
し
、
五
乃
至
+
條

の
旬
枝
を
生
ぜ
う
。
蓋
し
調
蕩
の
球
董
も
馬
鈴

薯

の
塊
莚
と
同
標
に
数
個
の
芽
帯
に
分
別
し
得

べ
く
、
各
芽
帯
は
幾
分
隆
起
し
其
の
頂
部
に
旬
枝
を
登
生
し
、
旬
枝

の
周
園
に
は
多
数

の
小
側
芽
あ
う
。
旬
枝

の
先
端
は
球
芽
を
形
成
す

る

も

の

に
し

て
、
球
芽
は
俗
に
無
花
果
叉
は

「
ト
ン
コ
」
と
稻
す
る
も

の
な

り
。
慈
姑
の
球
芽
と
同

一
の
性
質
を
有
し
五
乃
至
六
節
間
よ
b
成
り
、
各
節

に
黒
褐

色
の
小
鋸
歯
状
鱗
葉
あ
わ
、
頂
部
に
頂
芽
を
有
し
葉
の
分
離
痕
を
有
せ
ず
。

球
韮
の
構
造
、
球
薫

の
完
成
せ
る
も
の
＼
構
造
を
見
る
に
、
表
皮
細
胞
は
部
分
に
依
て
脱
落
す
れ
ど
も
木
栓
層
は

萄
蕩
粉
に
闘
す

る
研
究

二
二
三
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ニ
ニ
四

よ
く
螢
達
し
五
、
六
層
よ
う
十
歎
層
に
達
せ
り
。
木
栓
層
に
次
で
澱
粉
を
含
有
せ

ざ

る
柔
組
織
あ
り
、
是
を
皮
層
と

な
す
。
該
暦
は
球
董
の
下
部
、
底
部
に
於

て
薄
け
れ
ど
も
上
部
に
於
て
は
厚
く
葉
緑
粒
を
も
有
せ
ず
。
其
外
層
木
栓

暦
に
接
し
て
結
品
腺
を
含
有
す
る
細
胞
多
歎
あ
り
て
機
械
的
強
固
作
用
を
完
成
し
、
更
に
諺
酸
石
灰
の
結
品
針
束
を

諸
所
に
挾
在
し
て
以
て
動
物
の
食
害
と
病
菌

の
浸
入
を
防
禦
す
る
生
態
的
意
義
を
有
す
。
該
暦
に
は
澱
粉
粒
並
に
葉

緑
を
有
せ
ざ
る
こ
と
前
述
の
如
し
と
錐
も
、
鋳
蕩
分
の
縮

合
程
度
や

＼
弱
き
覇
蕩
細
胞
を
挾
有
せ
6
。

内
部
基
本
組
織
は
柔
細
胞
に
し
て
球
莚
の
大
部
分
を
占

め
、
多
量

の
澱
粉
粒
を
含
有
す
る
を
以
て
著
し
、
蓋
し
春

苗

に
あ
う
て
は
複
合
澱
粒
多
き
を
占

め
軍
粒
澱
粉
は
少
量
な
れ
ど
も
、
秋
苗
に
あ
う
て
は
澱
粉
は
比
較
的

少
量

に
し

て
且
つ
複
合
粒
少
藪
に
し
て
殆
ん
と
全
部
軍
粒
澱
粉
な
る
を
常
と
す
。
萄
蕩
細
胞
は
此
の
部
分
に
於
け
る
主
要
挾
有

物

に
し
て
、
春
苗
よ
う
秋
苗
と
進
む
に
從

て
其
量
を
培
加
し
且
つ
肥
大
す
る
を
以
て
、
内
部
基
本
組
織
は
殆
ん
と
全

蔀
莇
蕩
細
胞
の
占
む
る
所
と
な
る
。
從

て
柔
組
織
細
胞
は
著
し
く
腿
迫

せ
ら
れ
て
其
間
に
介
在
し
、
維
管
束
も
亦
混

齪
す
る
に
至
る
。

5
、
萄
鶉
粉
の
成
因

貯
臓
物
質
と
し
て
の
澱
粉
は
植
物
學
的
に
も
亦
化
學
的
に
も
比
較
的
研
究
せ
ら
れ
尤
う
と
錐
も
、
鋳
蕩

の
成
因
特



に
其
莇
蕩
粉
の
成
因
に
就

て
は
今
日
迄
顧
る
者
な
く
、
僅

に
覇
蕩
植
物
の
貯
藏
物
質
が
普
通

の
植
物
の
如
く
澱
粉
に

あ
ら
ず
し
て
、
茜
蕩
糖

罎
窪
ぎ
。。・
の
縮
合
物
な
る
萄
騎
分

竃
帥毒
磐

な
る
≧
と
が
辻
氏

一
入
九
七
に
依
て
初
め
て
磯

表
せ
ら
る
＼
や
、
其
化
學
的
研
究

は
木
下
氏

一
八
九
七
、
塚
本
氏

一
八
九
七
、
三
宅
氏

一
九
二
四
の
諸
氏
に
依
て
相
突
で
登

表
せ
ら
れ
稽

々
詳
細
を
き
は
め
π
う
と
錐
も
、
萄
蕩
粉
の
主
膿
が
如
何
に
し

て
弱
蕩
植
物
膿
に
形
成
せ
ら
る
＼
か
、

將
叉
、
鋳
蕩
粉
な
る
も
の
は
如
何
な
る
形
態
構
成
を
有
し
、
其
顯
微
化
學
的
、
顯
微
物
理
的
性
質
、
從
て
商
品
と
し

て
の
萄
筋
粉

の
特
徴
並
に
之
が
鑑
定
に
關
す
る
基
礎
的
知
見

の
見
る
べ
き
も
の
な
し
。
余
の
本
研
究

に
依
れ
ば
、
萄

蕩
粉
は
澱
粉
の
如
く
細
胞

の
自
色
膿
内
に
形
成
せ
ら
る
＼
細
胞
含
有
物
な
ら
ず
し
て
、
細
胞
夫
自
身
即
ち
莇
蕩
植
物

の
球
董
内
に
於
け
る
異
形
細
胞
に
起
因
す
。

從
來
異
形
細
胞
の
成
因
並
に
生
態
的
意
義
に
就
て
は
、
同
化
作
用
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
る
排
泄
物
た
る
修
酸
石

灰
と
結
合
せ
し
め
、
以
て
水
に
不
溶
解
性
た
ら
し
め
、
其
毒
作
用
を
減
じ
、
斯
く
て
成
形
せ
ら
れ
た
る
袴
酸
石
灰
の

結
品
針
束
を
粘
液
に
依
て
包
園
し
、
以
て
其
原
形
質
に
樹
す
る
刺
撃
を
滅
ず
る
に
あ
う
と
。
而
し
て
更
に
生
態
的
意

義

に
至
う
て
は
、
植
物
が
外
障

に
劃
し
て
保
護
の
用
を
な
し
、
特
に
動
物
の
食
害
を
免

る
＼
効
果
あ
る
も
の
な
る
こ

と
を
學
げ
た
れ
ど
も
、
未
だ
異
形
細
胞
が
貯
藏
物
質
牧
容
器
管
と
し
て
役
立

つ
も
の
な
る
こ
と
を
論
じ
π
る
竜
の
な

し
。
然
る
に
萄
蕩
植
物
の
球
董

に
於
け
る
貯
藏
物
質
な
る
鍋
蕩
分
は
、
異
形
細
胞
の
登
達
せ
る
鍋
蕩
細
胞

の
鍋
蕩
粘

騎
蕩
粉

に
關
す

る
研
究

一
一
二
五
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二
二
山
ハ

液
が
縮
合
し
π
る
竜
の
な

る
こ
と
以
下
論
ず

る
と

こ
ろ

の
如
く
に
し

て
、
確

か
に
植

物
界

に
於

け
る

一
新
著

例
と
認

め
得

べ
き
事
實
な

り
と
信
ず
。

版 圖 一 第

け

ー

-甲

【
第

】
圖
版
】

萄
蕩
植
物
球
董

の
内
部
基
本
組

織
中

に
於

け
る
.

覇
鶉
細
胞

甲
、
蒲
鵜
細
胞

の
外
灘

乙
、
覇
蕩
細
胞

の
漸
面

か
、
徳
酸
石
灰

結
晶
針
束

け
、
原
形
、質

む
、
覇
蕩
分

で
、
澱
粉
(
六
〇
倍
)

石
灰
を
溶
解
す
る
も
核
を
認
め
得
ず
。
膠
酸
石
灰

の
結
晶
針
束
は
細
胞
核
の
位
置
を
占
領
し
、

成
以
前

に
形
成
ら
る
＼
を
以
て
常
に
細
胞

の
中
心
に
位
置
し
、
原
形
質

は
薄
き
層
と
な
う
て
之
を
包
み
、
萄
蕩
分
は

今
、
　鉤
蕩
球
董
の
最
も
原
始
的
な
る
も
の

即
ち
球
芽
の
頂
芽
に
近
き
周
邊
生
長
組
織
と

内
部
基
本
組
織
と
の
境
界
部
附
近
な
る
柔
細

胞
を
見
る
に
、
　絢
鶉
形
成
細
胞
は
基
本
組
織

の
他
の
柔
細
胞
よ
う
大
形
に
し
て
、
核
の
爾

極
叉
は
其
周
園
に
小
な
る
整
酸
石
灰

の
針
状

結
晶
を
集
積
す

る
を
見
る
べ
く
、
斯
く
針
晶

の
群
集
檜
加
す
る
に
從

て
核
は
此
等
修
酸
石

・灰
の
針
晶
束
の
爲

め
に
覆
は
れ
途

に
消
失
す

る
に
至
る
。
故
に
十
%

の
盤
酸
を
以
て
修
酸

且

つ
細
胞
が
室
胞
形



●

之

を
核
心
と
し

て
漸
次
集
積

せ
ら
れ
其
容
積

も
大
と
な
る
を
以

て
、
周
團

に
於

け
る
他

の
基
本
組
織
細
胞
を
排

除

し

て
大
な
る
容
積

を
占

む
る
に
至

る
。
即
ち
務
蕩
細
胞

は
新
成
部

に
あ

う

て

は
比
較

的
小
形
に
し
て
、
其
長
樫
O
・
〇

四
五
乃
至
O
・
一
四
ミ
.ミ
、
短

径
○
・
〇

三
五
乃
至
○
・
〇

六
ミ
・ミ
に
し

て
周
園

の
柔
組
織
細
胞

よ
り
梢

大
形

な
る

に
泄

ぎ

れ
ど

も
、
老
成
部

に
あ

b

て

は
長
樫
○
。
四
乃
至
○
・
五
六

ミ
三

、
短
径

O
・
三
七
乃
至
○
・
五
、、、.・
即
ち

+
倍
以

上

に
達

せ
う
。

商

品
と
し

て
乾
燥
せ
る
萄
鶉

粉

(
即
ち
蒲
蕩
細
胞
)
を
見
る

に
、
長
径
と
短
径

の
差

の
大
な
ら
ざ

る
球
粒
状

の
も

の
と

、
長
径
と
短
穫

の
差

の
大
な

る
長

型
粒
あ
う
。
其
最
大
な

る
も

の
は
球
粒

に
あ
め

て
長
径

○
・
五

二
五

・
.ミ
乃
至

○
・六

七
五
ミ
.ミ
、
短
径
○
・
三
七
五
乃
至

○
・
五
二
五

ミ
.・
に
し

て
、
長

型
粒

に
あ

り
て
は
長
径
○
・
六
七
五
乃
至

一
・

〇
五

ミ
.、・
、
短
径

○
・
一
五
乃
至
○
・
三
七
五

ミ
.・
あ
ム
。
蓋
し
長
種
粒
は
主
と

し

て
球
茎
組
織
中
、
周
邊
部

に
存

在
す

る
細
胞

よ
ウ
製
出

せ
ら
れ
π
る
も

の
な
う
。

今

、
萄
蕩
粉
が
水

の
吸
牧

に
依
る
膨
脹
率
を
見

る
に
、
長
径
○
・六

ミ
。ミ
、
短

径

○
・
三

七
五

の
も

の
が
長
径

一
。
二

七
五
、
短
径

○
・
九

ミ
.ミ
に
、
長
径
○
・
四
五
、
短
径
○
・
三
七
五
の
も

の
が
長
裡

○
・
九

、、、.ミ
、
短
裡
○
・
入

二
五
ミ
・ミ

に
膨

脹
す
る
を
以

て
見
る
と
き

は
、
乾

燥
茜
蕩
粉

の
水

の
吸
牧
率

は
略

二
倍
程

度

の
も
の
に
し

て
、
夫
以
上
水
を
吸
r

牧
す

る
や
、
細

胞
膜

は
破
裂
し

て
細
胞

の
形
状
を
保
ち
難
く
、
鏑
蕩
分

も
膨
脹
擾
散
す

る
に
至

る
。

萄
萌
粉
に
關
す
る
研
究

二
二
七



融

商

墨
丁
討

究

第

一
巻

(上
)

二
二
八

鋳
蕩

粉
と
澱

粉
と
を
比
較

す
る
に
、
澱
粉

粒
中

大
形
に
属
す

る
馬
鈴
薯
澱

粉
に
於

て
す

ら
、

馬
鈴
薯

澱
粉

長
穫
○
・
〇
五
乃
至
○
・
一
・;
、.
、
短
種
○
・
〇
三
乃
至
○
・
〇
六

ミ
・ミ

萄

鶉

粉

長
径
○

・
五

二
五
乃
至

一
。
〇
五
・三
・
、
短
径
○
・
三
七
五
乃

至
○
・
五

二
五
・三
・

即
ち
鋳
蕩

粉

は
馬
鈴
薯

澱
粉

に
比
較

し

て
十
倍
以
上

の
大
さ
に
達
す

る
を
見

る
べ
し
。
勿
論
、
他

の
小
形
澱

粉
に
比

較

す
る
と
き

は

二
+
倍
乃

至
四
+
倍

に
達
す

る
を
見

る
べ
し
。

版 圖 二 第

【
第

二
圖
版
】

蒲
覇
植
物
球
箪

の
皮
暦

に
於
け

る
萄
鶉
細
胞
の

噺
面

か
、
柊
酸
石
灰

結
晶
針
束

け
、
原
形
質

む
、
萄
躬
分

さ
、
柔
細
胞

(
澱
粉
な

含
ま
ず
)

(
六
〇
倍
)

覇
蕩
細
胞
の
外
園
は
其
の
起
源
π
る
異
形
細
胞

膜
の
膨
大
せ
る
も

の
に

し

て
繊
維
素

O
。
一一三
8
0

よ
b
成
う
、
其
外
面
は
多
面
的
形
態
を
示
せ
り
。

之
れ
鍋
蕩
細
胞
の
成

長
に
依

て
生
ず
る
膨
墜
と
其

周
園
に
接
存
す
る
柔
細
胞
と
の
接
燭
歴
迫
の
結
果

よ
う
生
ず
る
も
の
に
し
て
、
特
に
莇
蕩
細
胞
の
脱

水
縮
合
の
結
果
と
し
て
構

成

せ
ら

る

＼
も

の
な

う
。
術
務
蕩
粉
は
其
表
面
に
多
歎

の
澱
粉
粒
を
附

着
す
る
を
常
と
す
。
是
れ
務
蕩
細
胞
特
に
内
部
基



■

本
組
織
よ
う
製
出
せ
ら
る
、
も
の
が
、
其
周
園
の
基
本
組
織
柔
細
胞
が
多
量

の
澱
粉
を
含
有
す
る
に
依
て
、
製
粉
に

際
し
て
是
等
細
胞
の
破
潰
せ
ら
る
＼
結
果
と
し
て
離
脱
せ
る
莇
蕩
細
胞
、
即
ち
商
品
と
し
て
の
萄
蕩
粉
に
は
其
表
面

に
多
量

の
澱
粉
粒
の
附
着
す
る
を
見
る
な
う
。
故
に
球
董

の
皮
層
よ
う
離
脱
せ
る
萄
蕩
粉
に
は
、
該
部
分
に
は
澱
粉

を
含
有
せ
ざ
る
に
よ
う
其
表
面
に
澱
粉
粒
を
附
着
せ
ず
。

食
品
な
る
萄
鶉

は
鋳
蕩
植
物
の
球
董
を
磨
辞
す
る
こ
と
に
依
て
球
董
の
各
部
組
織
を
破
潰
し
、
其
間
に
挾
有
す
る

茜
蕩
細
胞
を
容
易
に
水
に
接
燭
せ
し
む
る
に
よ
う
、
或
は
全
く
莇
高
細
胞
を
破
潰
す
る
こ
と
に
よ
う
て
鋳
蕩
分
を
水

に
膨
出
せ
し
め
、
是
れ
に
石
灰
を
加
ふ
る
こ
と
に
よ
う
て
鍋
蕩
分
膠
質
を
強
く
沈
澱
せ
し
め
、
更

に
煮
沸
す

る
乙
と

に
よ
う
て
水
に
不
可
逆
的
の
擬
膠
を
形
成
す
る
に
あ
わ
。
叉
商
品
と
し
て
存
在
す
る
萄
蔚
粉

の
製
造
法
な
る
も
の
は

鋳
蕩
球
蓮
を
薄
片
と
し
、
乾
燥
し
て
強
く
脱
水
す
る
こ
と
に
よ
う
て
鍋
蕩

分
を
乾
固
し
堅
固
な
る
裸
粒
π
ら
し
め
、

其
臼
に
て
揺
く
乙
と
に
ょ
う
て
基
本
組
織
其
他
の
柔
細
胞
組
織
を
破
潰
粉
末
と
し
て
容
易
に
飛
散
せ
し
む
る
も
、
繭

蕩
細
胞
は
破
砕

せ
ぎ
る
に
よ
わ
て
獲
留
す
る
に
よ
う
、
是
れ
を
撰
別
分
離
せ
る
も

の
な
う
。
更
に
萄
鶉
糊
な
る
も
の

は
、
斯
く
し
て
製
造
せ
ら
れ
尤
る
鋳
蕩
粉
が
過
量

の
水
を
吸
牧
す
る
こ
と
に
よ
う
て
膨
脹
し
て
、
萄
蕩
分
が
脱
出
振

散
し
て
水
に
可
逆
的
の
膠
質
と
な
れ
る
竜
の
な
う
。

鋳
筋
分

竃
9
自
§

の
戌
生
に
就

て
は
諸
家

の
議
論

一
致
せ
ず
、
初

め
山
田
氏

}
九
一
七
は
務
蕩
分
は
務
蕩
植
物
に
於

騎
蕩
粉

に
關
す

る
研
究

急

一
=
一
九

2



商

學

討

究

第

一
巻

(
上
)

.

二
三
〇

て
同
化
作
用

の
最
初

の
生
成

物
な

る
や

、
萄
蕩

糖

嵐
9
言

。
ω。

が
其
最
初

の
生

成

物

な

る

や

を
疑
ふ
旨

を
述

べ
π

れ
ど

も
、
輩
子
葉
植
物

に
於

て

一
般

に
同
化
作
用

の
結
果
最
初

に
現
は

る

＼
竜

の

は

軍
糖
類
な

る
乙
と

は
明
な
れ

ば

、
六
炭

糖
π
る
萄
蕩
糖
が
鋳
蕩
植
物
に
於

て
も
最
初

の
生
成

物

に
し
て
然

る
後
鋳
蕩
分

を
生
成
す

る
も

の
π

る
や

疑

を
容

れ
ず
。

而
し
て
鍋
蕩
分

の
分

析

の
結
果
が
輩

に
鋪
蕩

糖

の
み
よ
う
成

る
と
な
す

竜
の

(
木

下
氏

一
八
九
八
)
あ

h
、
叉
前

田
氏

一
九
コ

の
如
き

は
鏑
蕩
糖

一
分

子
と
葡

萄
糖

二
分
子
よ
う
成

る
と
な
す
あ

り
、
或
は
蒲
蕩

糖

二
分

子

と
葡
萄
糖
五
分
子
よ
う
成

る
と
な
す
後
藤
氏

一
九
一三

の
如
き
あ

う
。
鋳
蕩
分

の
實
瞼
分
子
式

は
未
だ

一
定

せ
ず

と
錐

も
、
鏑
蕩
分
は
鏑
蕩

糖
と
葡
萄
糖

の
雨
分
子
よ
う
な

る
こ
と

は
諸
説

一
致
す

る
竜

の
と
云

ふ
べ
し
。
故

に
吾
人
は
鏑

蕩

糖
及
葡
萄
糖

の
如
き
軍
糖
類

よ
う
茜
蕩

分
の
如
き
多
糖
類

を
複

合
す

る
も
の
な

る
べ
く

、
其
経
過
を
次
の
如
く
考

察
せ
ん
と
欲
す
。

一
、
萄
鶉

糖

二
分
子
が

一
分
子

の
水
を
脱
し

て
マ
ン
ワ
ビ
・オ
ー
ゼ
を
形
成
す
。

∩。
論
読
㏄
齢〉

-
缶
・・。
-
霊

導

き

ミ
ミ
綺

二
、
次

に
葡
萄
糖
二
分
子
若
し
く
は
四
分
子
が
結
合

し
て
セ

ル
ビ
オ
ー
ゼ

を
形
成

す
。

H
●

い

●



奪

Y

琴
響

難
織
マ

声
・謹

も

免
ミ
ミ
捻

而
し
て
マ
ン
ノ
ビ
オ
ー
ゼ
と
セ

ル
ビ
オ
ー
ゼ
と
が
結

合
し

て
萄
騎
分
を
縮
合
す

る
も

の
な

る
べ
し
。

す
が
如
し
。

即
ち
次
式

に
示

鎗
舞

　犀晶

　㏄
晶
襲

鐸

∀

人
£
'
・藪
ヤ
寓孕

§

蕊
ミ
も
ら
鴨

さ

§
論
も
辱
智
防馬

此

の
關
係
は
葡

萄
糖

の
二
分
子
が
脱
水
し
て

セ
ル
ビ
オ
ー
ぜ
を
形
成
し
、
其

二
分
子
が
縮
合

し
て
繊

維
素

を
形
成

す

る
と
同

一
経
路

に
居
る
も

の
に
し

て
、
此

の
セ
ル
ビ
オ

ー
ゼ
は
水

に
不
溶

性
の
微

粒
子
を
形
成

し
務
蕩

膠
質

に
於

け
る
固
相
と
な

り
、

マ
ン
ノ
ビ
オ

ー
ぜ
は
水

に
可
溶

性

に
し

て
液
相
を
形
成

す

る
も

の
な
う
。
如
斯

マ
ン
ノ
ピ
オ

ー

ぜ
は
鋳
蕩

膠
質

に
於

て
分
散
蝶

と
な
う
、

セ
ル
ビ

オ
ー
ぜ
は
其
分
散
相
を
形
成
す

る
を
以

て
、
此

の
者
が
水
を
吸
牧

す

る
と
き

は
完
全

な
る
水
膠
質
を
形
成
ず

ぺ
し
。
今

、
莇
蕩
細
胞
を
酒
精

に
て
固
定

し
π
る
も

の
に
就

て
顯
微
鏡

下

に
観
察

す
る
に
、
鏑
蕩
分
本
禮
は
明
に
諺
酸
石
荻

結
晶
針
束
を
中

心
と
し
て
細
胞
膜
面

に
向

つ
て
放
射
状

に
配
列
す

る
微
粒
子
を
明
示
す

べ
く

、
是
れ
を
サ

フ
ラ

ニ
ン
、

ヘ

マ
ト
キ
シ
リ

ン
等

の
色
素
に

て
染
着
す

る
と
き
は
更

に
明
瞭

蘭
蕩
粉
に
關
す
ろ
研
究

二
一一=
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一
巻
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上
)

・

二
三

二

に
其
配
列

の
方
向
を
認
識

し
得

べ
し
。

而
し
て
如
斯
現
象

は
茜
筋
球
董

の
生
禮
内
に
於

て
莇
蕩
細
胞

を
酒
精

に

て
庭

理
す

る
Z
と

に
依

て
初

め
て
起

る
も

の
に
し
て
、
既

に
乾
燥
凝
固
せ

る
莇
蕩
細
胞
即
ち
萄
蕩

粉
に
於

て
は
酒
精

に
て

庭

理
す
る
も
か

＼
る
沈
澱
現

象
を
現

は
さ
ず
。
即
ち
覇
蕩
細
胞

に
於

け
る
鍋
蕩
分
は
彼

の

込
蜜
ぎ
§

ぎ
隔
ミ
§
隷
鼻

竃
。
急
ρ

ミ

ミ
ミ
喋
&
、
ミ
ミ
"ミ
ミ
ミ
}
ω
8
σ
・

の
異
形
細
胞

に
於

け
る
ペ
ク
チ

ン
粘
液

の
如
く

、
酒
精

に
依

て
輪
層
状

の
沈
澱

を
形
成

せ
ず
。

以
て
雨
者

の
膠
質

化
學

的
性
質

の
異
な

る
を
知

る
べ
く

、
闘
蕩

膠
質

が
直
交

ニ
コ
ー
ル
の
下

に
黒
十
字
象
を

現
出
す

る
に
、
前

二
者

の
如
き

ペ
ク
チ

ン
膠
質

は
其
性
質

の
映
如
せ

る
を
見

る
べ
し
。

四
、
萄
窮
粉
鑑
定

t

萄
鶉
粉
の
光
學
的
鑑
定

莇
蕩
細
胞
に
於
け
る
覇
蕩
分
は
之
を
水
装
置
に
よ
り
透
親
鏡
査
に
て
観
察
す
る
も
無
色
透
明
に
し
て
何
等

の
構
造

的
歌
態
を
も
認
め
ず
、
唯
其
生
髄
に
於
け
る
鋳
蕩
細
胞
が
酒
精
固
定
に
よ
b
微
粒
状
の
放
射
的
配
列
を
認
め
得
る
乙

と
前
述
の
如
し
。
然
る
に
是
を
暗
底
照
射
法
に
ょ
う
観
察
す
る
と
き
は
、
其
商
品
と
し
て
既

に
乾
固
せ
し
め
π
る
莇

蕩
粉
に
於

て
竜
明
に
微
小
な
る
散
布
相
と
、
全
禮
を
通
し
て
連
績
す
る
連
績
相
と
の
二
相
よ
う
成
る
を
認
む
べ
く
、

即
ち
曙
黒
な
る
背
景
に
劉
し
て
分
散
和

は
通
過
し
禿
る
光
線
に
よ
り
帯
黄
褐
色

の
微
粒
と
し
て
認
め
得

べ
く
、
且
つ



微
粒
子
は
明
に
ブ
ラ
ウ
ン
氏
運
動
を
縫
績
す
る
を
認
む
べ
し
。
今
、
是

に

一
、
モ
ル
の
石
灰
液
を
加
ふ
る
と
き
は
、
各

微
粒
子
は
架
状
と
な
り
て
ブ
ラ
ウ

ン
氏
蓮
動
も
漸
次
衰
退
し
て
艀
止
す
る
に
至
る
。
此
の
分
散
相
た
る
微
粒
子
は
糟

圓
膿

の
小
粒
膿

に
し
て
長
軸
を
有
し
、
此
の
稽
園
騰

の
長
軸
は
務
蕩
細
胞
を
形
成
す
る
細
胞
膜
面
に
直
角
に
配
列
せ

ら

る
べ
し
。
是
を
謹
明
す
る
も
の
は
次
の
光
學
的
研
究
特
に
其
電
解
質
の
影
響
等
に
よ
り
て
明
な
う
。
余
は
鋪
筋
分

の
如
き
透
明
膿
を
透
射
光
線

に
て
観
察
す
る
の
不
合
理
な
る
を
信
じ
、
暗
底
照
射
法
に
よ
る
外
偏
光
顯
微
鏡
に
よ
る

光
學
的
揮
性
軸

の
決
定
に
よ
う
、
微
粒
子
即
ち
光
學
的
表
示
子
の
長
軸
の
方
向
を
定

む
る
の
有
利
な
る
を
思
ひ
次
の

實
瞼
に
着
手
せ
う
。
即
ち
莇
蕩
粉
を
偏
光
顯
微
鏡
中
に
直
交

ニ
コ
ー
ル
と
し
て
装
置
し
観
察
す
る
と
き

は
、
務
蕩
粉

は
急
速
に
水
を
吸
牧
す
る
に
よ
り
て
膨
脹
し
、
同
時
に
明
瞭
な
る
十
字
黒
條
を
現
出
し
、
該
粒
は
明
に
光
學
的
複
屈

折
を
有
す
る
分
子
構
成
な
る
こ
と
を
謹
す
べ
し
。
蓋
し
萄
蕩
粉
は
水
に
膨
脹
す
る
こ
と
強
大
に
し
て
、
途
に
務
蕩
細

胞
の
外
膜
を
破
裂
せ
し
め
内
容
表
示
子
を
脱
出
援
散
す
る
に
よ
り
遽
に
黒
+
字
像
の
現
出
力
を
失
ふ
。

更

に
萄
蕩
粉
を
水
に
装
置
し
直
交

ニ
コ
ー
ル
と
し
て
之
に
石
膏

板
を
挿
入
し
其
干
渉
色
を
見
る
に
、
該
粒
は
石
膏

板
の
長
軸

の
方
向
即
ち
第

一
、
第

三
、
四
分
陶
に
於
て
加
色
に
し
て
青
色

を
呈
し
、
是
れ
と
直
角
を
な
す
第
二
及
第

四
、
四
分
圓
に
於
て
減
色
に
し
て
黄
色
を
呈
す
。
而
し
て
粒
を
傾
け
て
四
十
五
度
π
ら
し
む
る
と
き
は
全
く
反
劃
に

し
て
、
第

一
及
第
三
、
四
分
園
に
於
て
減
色
に
し
て
黄
色
を
呈
し
、
第
二
及
第
四
、
四
分
圓
に
於
て
加
色
に
し
て
青

衛
萌
咽
粉
に
闘
す

る
研

究

一
ご
一一
三

ゆ
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二
三
四

色
と
な
る
。
是
れ
務
蕩
の
假
晶
燈
を
構
成
す
る
表
示
子
の
長
軸
が
、
萄
蕩
細
胞
の
細
胞
膜
の
表
面
に
直
角
に
配
列
す

る
構
成
禮
た
る
を
謹
す
る
も
の
な
り
。
分
光
顯
微
鏡
に
て
黒
十
字
像
並
に
干
渉
色
を
現
出
す
る
は
澱
粉
、
イ

ヌ
リ
ン

等

の
假
晶
禮
並
に
繊
維
類

に
見
る
と
こ
ろ
な
る
が
、
莇
蕩
粉
に
於
て
は
乾
燥
粒
は
黒
十
字
像
を
現
出
せ
ず
、
干
渉
色

は
美
な
る
黄
紫
青
色
を
現
は
し
結
晶
性
な
る
に
、
澱
粉
粒
に
あ
り
て
は
乾
燥
装
置
に
於
て
も
明
瞭
に
黒
+
字
像
を
現

出
す
。
今
石
膏
板
に
代

ふ
る
に
雲
母
板
を
挿
入
す
る
と
き
は
光
線

は
旋
偏
光
の
性
質
と
な
る
を
以
て
、
是
れ
に
依

て

鏑
蕩
粉
を
槻
察
す

る
と
き
は
干
渉
圖
は
黒
+
字
像
消
失
し
黒
熱
と
な
う
、
其
黒
黙
を
連
結
す
る
直
線
は
雲
母
板
の
長

遍
と
直
角

に
交
う
光
性
正

一
軸
性
な
る
を
示
す
。

.
舷
に
長
形
な
る
莇
鶉
粉
あ
り
、
即
ち
該
粒
は
長
径
と
短
径
と
を
有
し
全
く
球
粒
な
ら
ず
、
か
、
る
鍋
蕩
粒
は
其
長

径
を
偏
光

ニ
コ
ー
ル
と
牢
行
に
置
く
と
き
は
明
に
黒
+
字
像
を
現
出
す
れ
ど
も
、
今
、
径
を
傾
け
て
偏
光

ニ
コ
ー
ル

と
四
+
五
度
に
保

た
し

む
る
と

き

は
黒
+
字
像
は
分
れ
て
劉
曲
線
と
な
う
、
二
條
の
黒
條
の
相
封
す
る
を
見

る
べ

し
。
而
し
て
鍋
蕩
粉
は
其
形
成

の
部
分
に
依
て
正
し
き
球
粒
を
な
す
も
の
比
較
的
少
き
を
以
て
、
多
藪

の
粒
を
直
交

ニ
コ
ー
ル
に
て
見
る
と
き
は
多
少
劉
曲
線
黒
條
を
現
出
す
る
竜
の
あ
る
を
認
む
べ
し
。
而
し
て
直
交

昌
コ
ー
ル
に
於

て
四
+
五
度
傾
く
る
に
よ
り
て
+
字
黒
條
分
離
し
て
劃
曲
線
と
な
る
は
=
軸
晶

の
特
性
な
れ
ば
、
茜
蕩

の
長
径
粒
は

明
に
二
軸
晶
な
る
を
謹
す
べ
し
。
蓋
し
長
径
粒
は
其
構
成
四
周
に
劃
し
て
均
等
な
ら
ず
、
特
に
核
心
た
る
薩
酸
石
灰



結
晶
針
束
は
長
大
な
る
が
爲

に
長
径

に
直
角

を
な
す
表

示
乎
多
き
を
占

め
、
之
と
干

行
な

る
も

の
は
僅

に
爾
端
を
占

む
る
の
み
な
る
に
よ
る
。
從

て
粒

の
光
軸

は
眞

球
粒

の
如
く

一
軸

な
ら
ず

し

て
爾
端

に
各

一
の
表
示
子

の
結
黙
を
有

し
、
光
軸
は

二
軸
晶
性

の
特
性
を
現
す

も
の
な
り
。

2

萄
鶉
粉

の
顯
微
化
學

的
鑑
定

茜
蕩
粉

は
酒
精
、

ペ
ン
ジ
ン
、

エ
ー
テ

ル
、
ク

ロ
ロ
フ
オ

ル
ム
等

に
溶

解

せ
ず

、
水

に
膨

脹
し

て
途
に
粘
液
状
態

と
な
る
。
璽
酸

、
硫
酸

に
よ

う

て
加

水
分
解

せ
ら
れ

て
萄
躬

糖
を
成

生
す
。

比
旋
光

度
四
四
・
四
度

に
し

て
ア
セ
チ

ル
化
を
行

ふ
と
き

は
其
誘
導
膿

を
生
ず
。
濃
硫

酸
、
濃
硝
酸

に
よ
う
て
は
軍

に
溶

解

せ
ら

る

＼
の
み
な
れ
ど
も
、
濃

盤
酸

に
よ
う
て
針
状

の
蝕
像
を
形
成

し

つ
＼
溶
解

せ
ら
る
。

蒲
蕩

分

の
粘
液

は

ル
ゥ
テ

ニ
ウ

ム
ロ
ー
ト
に
全
く
染
着

せ
ず

、
即
ち

ペ
ク
チ
ン
粘
液

の
反
鷹
を
現
は
さ
ず
。
叉
酸

化
銅

ア

ム
モ
ニ
ア
に
溶

解

せ
ず
。
璽

化
亜
鉛
沃
度
、
硫

酸
沃
度

に
青
愛

す
る

乙
と
な
く

し
て
繊
維
素
反
慮

を
全
く

現

は

さ
ず
。

エ
ォ

ジ
ン
に
染
着

し
て
椎
黄
色
を
呈
し
、

コ
ラ
リ

ン
曹
達

に
能
く
赤
染

す
る

こ
と

は
色
素

に
劉
す
る
反
慮
中
著
明

な
る
事

實
な
b
。

ヘ

マ
ト
キ

ス
リ

ン
、

メ
チ

γ
ン
ブ
ラ
ウ
等

に
は
梢
染
着

し
、

カ

ー
ミ

ン
、

コ
ン
ゴ

ロ
ー

ト
、

フ
ク

シ
ン
、
ゲ

ン
チ
ァ
ナ

バ
イ
オ

レ
ツ
ト
等

に
全
く
染
着

せ
ず
。
鍋
蕩

粉
は
酸

化
銅

ア

ム
毛
昌
ア
に
て
外
膜

は
溶
解
せ
ら

萄
弱
粉

に
關
す

る
研
究

二
三
五

●



■

商

學

討

究

第

一
巻

(上
)

二
三
六

る

、
も
鋳
蕩
分

は
溶

解
せ
ら
れ
ず

、
鋳
蕩
分
自
身

は
酸
化

銅

ア

ム
モ

ニ
ァ
に
染
着

し
て
淡
青

色
と
な
る
。
幽
化
亜
鉛

沃
度

は
務
蕩
粉

の
外
膜

を
膨
脹

せ
し

め
青
色

に
反
慮
を
現

は
せ
ど
も
、
鏑
蕩
分

は
膨

脹
せ
ら

る

＼
乙
と
な
く
反

て
徐

々
に
蝕
解

せ
ら
れ
淡
き
黄
褐
色
若

し
く
は
黄
色
と
な
る
。

ヘ
マ
ト
キ

ス
リ

ン
に
は
鏑
蕩
分
は
梢

々
鮮

紅
色

に
、
外
膜

は
青
色

に
染
着

せ
ら
る
。
其

他
外
膜

は

コ
ン
ゴ

ロ
ー
ト
、

カ

ー
ミ

ン
、
サ

フ
ラ

ニ
ン
、

メ
チ

レ
ン
ブ
ラ

ウ
等

に
染
着

せ
ら
れ
正
に
繊
維
素

∩
・
=
二
一。
ωo

π
る
を
示
す
。
蓋
し
鏑
蕩
細
胞

の
外
膜
は
、
其
始

源
た
る
異
形
細
胞

の
細
胞
膜

壁

の
壇
大
膨
張
し

て
鋳
蕩
分

を
包
園
せ
る
も

の
な
る
が
故
な
り
。

高
蕩
分

は
魎
基
性
酷

酸
鉛
に
よ
う
て
直
ち

に
沈
澱
す

る

こ
と
な
く
、
之
れ
に
ア

ム
モ
ニ
ア
を
添
加
す
る
と
き
は
褐

色
濃
厚

の
沈
澱
を
生
ず
。

慶
化
第

二
鐵
は
茜
蕩
分

を
膠
化

せ
ず
粒
状

に
凝
膠
化
す
。
是

れ
を
加
熱
す
る
と
き

は
更

に
強
く
凝
膠
化
す
。
是

れ

に
ア

ム
モ

ニ
ァ
を
加
ふ

る
と
き

は
褐
色
膠
状

沈
澱
と
な
る
。
璽

化
石
茨
と

ア

ム
モ

ニ
ァ
に
於

て
も
同
標

の
膠
化
沈
澱

を
起
す
。
蓋
し

ア

ム
モ

ニ
ァ
を
加

ふ
る

こ
と

に
依

て
膠
化
を
強

む
る
は
水
酸
化
鐵

、
水
酸
化

鉛
、
水
酸
石
灰
等

の
形

■

成

に
影
響
す
。
水
酸
化
加
里
、
水
酸
化
曹
達
等
は
鋳
蕩
分
を
膨
脹
せ
し
む
る
も
茜
蕩
粉
の
外
膜
を
破
る
こ
と
な
く
各

球
粒
状
を
保
つ
。
之
を
遠
心
分
離
器
に
て
沈
澱
せ
し
む
る
と
き
は
明
に
水
液
と
分
離
せ
ら
る
。
之
を
更

に
加
熱
す
る

と
き
は
淡
黄
色
の
強
き
膠
状
と
な
る
。
是

れ
外
膜

の
破
壊
と
務
蕩
分

の
膨
脹
に
よ
る
。
硫
酸
銅
、
水
酸
化
銅
に
て
庭



理
せ
る
各
高
蕩
粉

は
膨
脹
す

る
も
膠
化
す

る

こ
と
な
く

、
是
れ
を
加
熱
す

る
と
き
は
凝

固
し
て
球
粒
状
を

保

つ
。
更

に
加
熱
す

る
と
き

は
淡
青
色

の
膠
と
化
す
。

フ
ヰ

ー
リ
ン
グ
氏
液

に
よ
る
と
き

は
鋳
蕩
分

は
青

色
と
な
う

て
膠
化
す
。
純
務
蕩
分

は

7
ヰ

ー
リ

ン
グ
氏
液

を
還

元

せ
ぎ
れ
ど
竜
、
務
蕩

粉
即
ち
鋳
蕩
細
胞

の
表
面

に
は
糖
分

の
附
着
す

る
に
ょ
う

て
亜
酸
化
銅

の
沈
澱
を
形
成
す
。

是
れ
を
加
熱
す

る
と
き

は
帯
赤
茶
褐
色

よ
う
藤
色
に
反
慮

し

て
、
冷
却
す

る
と
き

は
青

色

の
膠
状
と
な
る
。

叉
莇
蕩
分
は
硝
酸

銀
の
ア

ム

モ
ニ
ァ
溶

液
を
還
元
し

て
強
き
銀
鏡
を
形
戌
し
、
且

つ
黄
褐
色
若

し
く

は
焦

茶
色

の

強
き
膠
朕
と
な
る
。

是
等

の
性
質
は
鋳
蕩
分

の
イ

ヌ
リ
ン
に
近
似

す
る
を
思

は
し
む
る
竜

の
な
れ
ど
も
、
イ

ヌ
リ

ン
を
染
着

す

べ
き

チ

モ
ー
ル
硫
酸
注

は
鏑
蕩
分

に
就

て
は
反
鷹
陰
性
な
う
。
茜
蕩
分

は
澱

粉
と
異
な
都
は
前

述

の
如
く

に
し

て
沃
度
に
劃

す
る
反
懸
青
色

な
ら
ず

、
即
ち
沃
度
、
沃
度
加
里

に
て
焦
茶
色
若

し
く

は
葡
萄
酒
色
と
な
り
、
是

れ
を
加
熱

す
る
と

き
は
凝
膠
化
す
。

.

.

a

萄
蔚
粉
中

に
於

け
る
袴
酸

石
茨
結
晶
針

束

萄
躬
粉

に
於

け

る
中
心

に
存

在
す

る
結
晶
針
束

は
務
蕩
細
胞

の

一
の
著
明
な

る
特
徴

に
し

て
、
茜
蕩
粉
鑑
定
上
重

要
な

る
性
質

な
う
。
該
結
晶
針
束

は
補
酸

石
茨
な

る
べ
き

こ
と

は
、
既

に
務
蕩

粉

の
成

因

に
關
す

る
記
述
中

に
述

べ

鞘
蕩
〃粉
に
關
す

る
研
究

二
三
七
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八

元

る
と

こ
ろ

な

る
が
、
今
少
し

く
該
結
晶
針
束
が
鍋
蕩
細
胞
に
於
て
必
ず
存
在
す
る
所
以
に
就

て
論
及
せ
ん
と
欲

す
。
嚢

に
鍋
蕩
粉
の
成
因
に
於
て
、
莇
蕩
細
胞
の
幼
生
細
胞
に
於

て
核
の
爾
極

に
於
け
る
穆
酸
石
茨
結
晶
針

の
既

に

附
随
す
る
を
指
摘
せ
う
。
是
れ
該
細
胞
内
に
含
有
す
る
可
溶
性
倦
酸
盤
が
核
内
に
含
有
す
る
蛋
白
質
と
結
合
せ
る
石

挾

に
作
用
し
て
之
を
分
離
し
、
石
灰
を
奪
取
す
る
こ
と
に
よ
う
て
核
の
化
學
的
構
造
を
破
潰
し
、
石
灰
を
不
溶
解
穆

酸
盛
と
な
す
竜
の
に
し
て
、
漸
次
修
酸
石
灰
の
集
積
す
る
に
從
て
核
は
縮

少
し
、
逡
に
核
は
死
滅
す
る
に
至
る
。
是

れ
鋳
蕩
細
胞
が
其
原
始
態
に
あ
う
て
は
核
を
有
す
る
も
、
老
成
せ
る
も
の
に
あ
う
て
は
核
を
失
ひ
、
修
酸
石
灰

の
結

晶
針
束
が
其
位
置
を
占
む
る
所
以
な
う
。
如
斯
鍋
蕩
粉
は
其
形
成
の
起
源
が
澱
粉
に
於
け
る
が
如
き
、

一
細
胞
内
に

於
け
る
原
形
質
中
の
藪
個

の
フ
ラ
ス
テ
ー
ド
に
起
因
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
常
に

一
個
の
細
胞
中
心
た
る
核
を

中
心
と
し
て
形
成
せ
ら
る
＼
も

の
に
し
て
、
萄
蔚
粉
即
ち
萄
蔚
細
胞
た
る
所
以
な
う
。
此

の
黙

に
於

て
鍋
蕩
粉
は
澱

粉
と
其
起
源
を
異
に
す
る
竜
の
に
し
て
、
是
れ
や
が
て
澱
粉
に
於
け
る
形
成
核
が
常
に
必
ず
し
も
中
心
に
存
在
せ
ず

し
て
偏
心
的
な
る
も
の
あ
る
に
反
し
て
、
錆
蕩
粉
の
形
成
核
が
中
心
に
位
澱
す
る
理
由
な
う
。
蓋
し
莇
蕩
分
形
成
は

異
形
細
胞
が
き
は
め
て
幼
稚
な
る
時
代
に
於

て
既
に
起
る
も
の
に
し
て
、
從

て
細
胞
液
、
空
胞
等
の
π
め
に
原
形
質

が
未
だ
扁
在
せ
ぎ
る
以
前
に
於

て
、
核
の
位
置
が
未
だ
中
心
を
占

む
る
に
、
薩
酸
石
次
結
・㎜
針
束
が
其
位
置
を
奪
取

す
る
に
原
因
す
る
も
の
な
う
。
如
斯
し
て
形
成
せ
ら
れ
π
る
核

の
周
園
に
於
け
る
鰺
酸
石
灰
結
晶
針
束
が
細
胞
内
に



、

形

成

せ
ら

る

＼
萄
萌

糖
、
從

て
來

る
萄
鶉

分

の
水
膠
質

中

に
存
在
す

る
と
き

は
、
此

の
固
相

、
薩
酸
石

灰
結
晶
針
と

液
相

尤
る
茜
蕩

水
膠
質
と

の
間

に
、
其
境
界
面

に
於

て
強
き
吸
着

の
起

る
や
論
を
待

π
ず
。
是

れ
鰺
酸
石
荻

の
結

晶

針
束
が
核
心
を
な
し

て
其
周
園

に
鋳
蕩
分

の
蓄

積

せ
ら

る

＼
所
以

に
し

て
、
あ

π
か
も
彼

の
金

米
糖
が

馨
粟

の
種
子

を
核
心
と
し
て
簾

糖
溶

液
が
吸
着

せ
ら

る

＼
に
よ
う
て
形
成

せ
ら

る
と
同
榛

な
る
べ
く

、
即
ち
溶

液
な

る
も

の
は
如

何

に
濃
厚
な

る
も
、
其
卒
衡
を
破

る
べ
き
物
質

の
存
在
す

る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
膠
質

を
形
成
せ
ざ

る
も
の
な
る
は
結
晶

學

上
認

め
ら

る

＼
と

≧
う
に
し
て
、
彼

の
結
晶
誘
導

に
母
晶
な
る
も

の

＼
必
要

な
る
所
以

な
う
。

即
ち
鍋
蕩
分
溶

液

よ
う
茜
蕩
分
膠
質
を
濃
縮

せ
し

む
べ
き
運
命

を
輿

ふ
べ
き
核
心
を
な
す
も

の
な
り
。

而

し
て
吸
着

は
表
面

の
實
際

の
廣

さ
に
比
例
せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ

る
も

の
に
し

て
、
吸
着
作
用

は
其
物
質

の
比
面

の

函
歎
な

る
が
故

に
、
鍋
蕩
細

胞
に
於

け
る
鰺

酸
石
茨
結

晶
針
は
、
他

の
異
形
細
胞

に
於

け
る
膠
酸
石
灰

結
晶
針
よ
O

も
細
く
し

て
小
形
な

る
も

の
多
量

に
存
在
せ
う
。
是

れ
即
ち
蔭

酸
石
灰

の
吸
着
面
を
大
な
ら
し

め
ん
が
駕

な
り
。

覇
蕩
細

胞
内

に
於

け
る
蔭
酸
石
灰

の
存
在

に
就

て
は
更

に
第

二
の
理
由
あ
b
。
元
來
生
物

の
原
形
質

は
陰

イ

オ

γ

に
し

て
、
細

胞
内

に
於
け
る
膠
質
も
亦
陰

イ
オ

ン
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ぎ

る
に
よ
う
、
　塑
朋
水
膠
質
も
同
様
陰
イ

オ

ン

な

る
べ
し
。

而
し
て
陰
ゾ

ル
は
強
く
吸
着

せ
ら
る

＼
陰

イ
オ

ン
、
即
ち

○
口
、
有
機
酸

の
陰

イ
オ

ン
等

に
よ
わ

て
安

定

度

を
壇
加
す

る
も

の
な
ウ
。
故

に
陰
ゾ

川
な

る
萄
蕩

水
膠
液
は
鰺
酸

の
如
き

有
機

酸
の
陰
イ

オ

ン
に
よ
わ
て
強
く

萄
蕩
粉
に
閥
す
る
研
究

二
三
九
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吸
着
せ
ら
る
＼
も
の
な
う
。
是
れ
務
蕩
分
の
形
成

に
當
り
て
第

一
次
に
起
る
現
象

に
し
て
、
核
の
周
園
に
形
成
せ
ら

る
＼
蔭
酸
石
灰
結
晶
針

の
大
な
る
吸
着
面

に
よ
ム
て
鍋
蕩
水
膠
液
が
吸
着
せ
ら
る
所
以
な
う
。
而
し
て
薩
酸
石
灰

は

石
灰
と
蔭
酸
と
が
強
き
化
合
の
状
態
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
萄
蕩
水
膠
液
は
啓
酸
石
茨
分
解
に
依

て
形
成
せ
ら
る
＼

穆
酸
に
吸
着
せ
ら
れ
て
、
漸
次
集
積
せ
ら
れ
安
定

の
状
態
を
保
て
ど
も
、
や
が
て
其
分
離

に
依
て
形
成
せ
ら
る
＼
石

荻

9

..陽
イ
オ
ン
の
爲
に
安
定
度
を
破
ら
れ
、
沈
澱
現
象
を
起
し
て
凝
膠
状
態
に
鍵
ず

る
も
の
に
し
て
、
要
す
る
に

第

一
段

に
於
て
穆
酸
に
依
て
吸
着
現
象
行
は
れ
、
第

二
段

に
於

て
石
茨
に
依
て
凝
吸
蒲
現
象

行
は
る
＼
も
の
な
う
。

細
胞
は
原
形
質
が
生
活
機
能
を
有
す
る
間
は
篠
酸
を
形
成
す
れ
ど
も
、
其
生
活
力
を
失
ふ
に
及
ん
で
漸
次
蔭
酸
を

新
成

せ
ざ
る
べ
く
、
從
て
蔭
酸
石
灰
は
無
限

に
形
成

せ
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
故

に
鋳
蕩
水
膠
液
の
吸
着
進
行

す
る
に
及
で
蔭
酸
石
灰

の
形
成
は
減
少
し
て
、
逡
に
老
成
せ
る
萄
蕩
細
胞

に
あ
う
て
は
鯵
酸
石
灰

の
減
少
を
來
し
、

或
は
其
清
滅
を
來
す
に
至
る
。
蔭
酸
の
萄
蕩
水
膠
液
に
劃
す
る
安
定
度
は
之
と
共
存
す
る
他
の
イ
オ
ン
9
..
の
強
か

ら
ざ
る
間
は
有
効
な
れ
ど
も
、
老
成
細
胞
に
於

て
は
猫
血

∩
p
..
イ
オ

ン
の
み
有
効
に
働
き
て
、
莇
蕩
水
膠
液
と
結
合

し
て
萄
蕩
膠
質
と
し
て
沈
澱
現
象
を
起
し
、
舷
に
貯
藏
物
と
し
て
の
可
能
性
を
有
す
る
に
至
る
竜
の
な
る
べ
し
。
∩
9
..

イ
オ
ン
は
莇
蕩
膠
液
を
凝
膠
化
す
る
と
同
時
に
其
細
胞
並
に
周
園
に
於
け
る
組
織
細
胞

の
酸
性
を
中
和
し
、
以
て
萄

蕩
膠
質
の
貯
藏
を
し
て
安
定
な
ら
し
む
。
蓋
し
細
胞
内
の
茜
蕩
膠
質

の
沈
澱

の
糧
度

は
可
逆
的
に
し
て
、
多
量
の
水



を
吸
牧
す

る
や
再

び
膠
溶
液
化

し
得

ら
る

＼
も

の
な
血
。
彼

の
鏑
筋

食
品

の
製
造

に
於
け
る
状
態

の
如
き
は

9

..
の

鼻

過
量

を
用

ふ
る
に
よ
り
不
可
蓮
的
沈
澱
を
起

し
、
水
を
吸
牧
す
る
も
膠
溶

液
化

せ
ざ

る
程
度
、
即
ち
凝

膠
化

の
強
度

状
態

を
呈
せ
る
竜

の
と
云

ふ
を
得

べ
く

、
生
活
禮

内
に
於

け
る
沈
澱

は
此

の
状
態

に
達

せ
ざ
る
可
逆

的

の
も
の
な
わ
。

今
ヤ

該
結
晶
針
束
が
鰺
酸
石
灰

な
る
所
以
を
顯

微
化
學
的

に
謹

明
す
れ
ば

、
該
結
晶
針

は
水

に
不
溶

解
性

に
し

て
酒

精

、

ベ
ン
ヂ

ン
、

エ
ー
テ

ル
、

ク

ロ
ロ

7
オ

ル
ム
等

に
不
溶
解

に
し
て
、
是
を
盤

酸
に

て
庭
理
し
修
酸

安
母
尼
亜
を

注
ぐ
と
き

は
自
色

の
沈
澱

と
な
る
。

即
ち
盤

酸
と

結

合
し

て
璽
化
石
灰

を
生
じ
、
更

に
修
酸
と
結
合
し

て
篠
酸
石
次

の
粒
状

沈
澱
を

形
成
せ
る
に
依

る
竜

の
に
し
て
、更

に
濃
硫
酸

に
依

て
徐

々
に
溶

解
し

て
硫
酸
石
灰

の
結
晶
を
生
ず

。

是

れ
該
璽
が

石
茨
塵

π
る
を
謹
す

る
も

の
な

わ
。

蓋
し
該
結

晶
の
石
荻
が
如
何
な

る
酸
根
と
結
合
し
て
該
結
晶
を
形

成
す

る
か

に
就

て
は
更
に
考
究

を
要
す
。

即
ち
該
結
晶

は
盤
酸

に
溶

解
す
れ
ど
も
、
其
際
氣

泡
を
磯
生
す

る
こ
と

な
し
。
故

に
炭
酸

石
灰

に
あ
ら
ざ
る
を
知

る
べ
し
。
更

に
硝
酸
石
灰

、
燐
酸
石
灰

は
水

に
可
溶

性
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ざ

る
が
故

に
、
其
何
れ
に
も
あ

ら
ざ
る
を

知

る
べ
く
、
結

局
該
結
晶
は
硫

酸
石
灰
若
し
く
修
酸
石
灰

の
何

れ
か
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
然

る

に
該

結
晶
を
醜
酸

に
て
分
解

し
、
之
に
盤

化
安

栂
尼

亜
を
注
ぐ
と
き

は
修
酸
安
母
尼
亜

の
結

晶
を
生
ず

る
に
ょ
う
、
該
結
品
は
正

し
く

篠
酸

石
茨

な

る
を
知

る
べ
し
。

覇
蕩
粉

に
關
す

ろ
研
究

二
四

一
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二

蕩
鏑
粉
は
是
れ
を
増
蝸
中
に
て
灼
熱
す
る
と
き
は
灰
化
し
、
是
れ
を
顯
微
鏡
下
に
親
察
す
る
に
、
灰

の
大
部
分

は

束
状

に
集
合
す

る
炭
酸
石
灰
に
し
て
、
是
れ
に
稀
硫
酸
を
注
ぐ
と
き
は
硫
酸
石
灰
の
結
晶
を
生
じ
、
同
時
に
炭
酸
瓦

斯
の
氣
泡
を
磯
生
す
べ
し
。
是
れ
該
結
晶
の
啓
酸
石
灰
が
灼
熱

の
結
果
…攣
化
し
て
炭
酸
石
・灰
の
結
晶
針
を
形
成
せ
る

に
よ
る
。

蕩
茜
細
胞
中
に
於
け
る
篠
酸
石
次
結
晶
針
は
、
之
を
透
射
光
線
に
ょ
う
て
観
察
す
る
と
き
は
無
色
透
明
な
れ
ど
も
、

之
を
分
光
顯
微
鏡
に
て
直
光

ニ
コ
ー
ル
と
し
て
槻
察
す
る
と
き
は
光
輝
あ
る
黄
褐
色
の
結
晶
針
束
と
し
て
認
む
る
こ

と
を
得
べ
く
、
是
れ
を
石
膏
板
、
赤

一
の
添
加
に
よ
り
観
察
す

る
も
加
色
叉
は
減
色
を
示
す

こ
と
な
し
。

摘

要

一
、
蒲
筋
粉
は
騎
麟
植
物
の
球
窒
に
於
け
ろ
異
形
細
胞
に
超
因
す
。
余
は
之
彪
萄
願
細
胞
と
云
は
ん
と
欲
す
。

二
、
覇
筋
細
胞
に
中
心
に
荏
酸
石
灰
の
結
晶
針
束
な
有
し
、
骸
結
晶
針
束
に
原
形
質
に
包
被
せ
ら
れ
常
に
細
胞
の
中
心
に
位
置
す
。
此
の
荏
酸
石
灰

結
晶
針
束
は
覇
蕩
粉
鑑
定
の
重
要
特
徴
な
・り
o

・

三
、
萄
蕩
細
胞
の
外
圃
は
起
源
た
る
異
形
細
胞
膜
の
膨
大
せ
る
も
の
に
し
て
、
此
膜
と
申

心
結
晶
針
束
と
の
間
に
騎
蕩
分
な
充
實
す
。
萄
藪
分
は
過

量
の
水
な
吸
敗
す

ろ
や
膨
張
し
、
細
胞
膜
准
破
り
鑛
散
す
。

四
、
萄
窮
細
胞
の
外
面
に
多
面
的
形
態
な
構
度
す
。
是
れ
萄
弱
粉

に
特
有
な

る
も
の
に
し
て
其
鑑
定
の

日
特
徴
と
な
ろ
。
沸
筋
粉
多
面
髄
の
各
面

に

は
澱
粉
な
附
着
す
る
も
の
あ
り
。



●

五
、
萄
藤
…細
胞
内
に
於
け
ろ
賄
蕩
分
は
暗
底
照
射
装
置
に
よ
ゆ
帯
廣
褐
色
の
微
粒
子
な
認
め
得

べ
く
、
該
微
粒
子
に
明
に
ヴ
ラ
ウ

y
蓮
動
な
起
し
、

一
モ
ル
の
石
灰
液
に
よ
り
沈
澱
す
〇

六
、
鋪
騎
粉
は
直
交

ニ
コ
ー
ル
に
て
観
察
す

る
と
き
は
黒
十
字
象
な
現
出
し
、
石
膏
板

に
て
の
干
渉
色
は
第

日
、
第
三
、
四
分
圓
に
於
て
加
色

に
し

て
青
色
、
第

二
、
第
四
、
四
分
圓

に
於
て
滅
色
に
し
て
黄
な
り
〇

七
、
正
し
き
球
粒
な
ろ
賄
溺

粉
は
光
性
正

一
軸
な
れ
ど
も
、
長
型
な
る
萄
弱
粉
は
二
軸
性
な
る
が
放
に
、
其
長
径
な
偏
光

ニ
コ
ー
ル
と
四
十
五
度
に

保
敦
し
む
る
と
き
に
封
曲
線
黒
條
な
現
出
す
o

入
,
鋪
勇
粉
に

エ
オ
ジ

y
、

コ
ラ
リ

y
曹
蓬
に
能
く
染
着
す
。

酸
化
銅
安
母
尼
亜
に
外
膜
な
溶
解
す
る
も
鋪
騎
分
は
溶
解
ぜ
ら
れ
ず
、
之
に
染
着
し
て
淡
膏
色
と
な

ろ
。
璽
化
亜
鉛
沃
度
、
硫
酸
沃
度
に
は
反

応
微
弱

に
し
て
僅

に
外
膜
な
青
慶
す
o

ブ
イ
リ

y
グ
氏
液
に
染
着

ぜ
ら
る
れ
ど
も
是
れ
な
還
元
せ
ず
、
硝
酸
銀
の
安
母
尼
亜
液
な
渥
元
し
て
銀
鏡
な
造
・り
、
黄
褐
色
の
強
き
膠
状
と
な

ろ
o

嗣
化
第

二
鐵
、
盤
基
性
酷
酸
鉛
、
璽
化
石
灰
等
の
水
溶
液
は
擬
膠
化
な
強
め
、
苛
牲
曹
逮
、
苛
性
加
里
液
は
端
騎
恕
胞
な
膨
脹
す
れ
ど
も
凝
膠

化
ぜ
ず
、
紬
胞
膜
に
膨
脹
し
て
萄
繭
分
よ
り
分
離
す
。
水
酸
化
銅
も
多
少
膨
脹
す
れ
ど
も
細
胞
膜
は
騎
筋
分
本
質
よ
り
分
離
ぜ
ず
。

(
附
記
)

本
研
究
は
大
正
十
二
年

一
先
づ
搬
表
の
豫
定
な
り
し
も
、
営
時
余
は
東
京
に
て
彼
の
大
震
災
に
遭
遇
し
研
究
材
料
の

一
部
な
焼
失

ぜ
り
。
依

て
更

に
研
究
な
繰
返
し
今
日
に
及
ベ
リ
。
今
叢

に
本
論
丈
な
叢
衷
す

う
に
當
り
、
樹
ほ
植
物
墨
的
に
渉
ろ
專
門
の
部
分
は
省
略
ぜ
る
所
あ
り
。
是

等
は
他
日
植
物
撃
雑
誌

に
.よ
り
て
登
表
ぜ
ん
と
欲
す
。

終
り

に
、
本
論
丈
ば
恩
師
宮
部
博
士
、
郡
場
博
士
、
伊
藤
博
士
、
坂
村
博
士
、
工
藤
博
士
の
懇
篤
な

ろ
指
導
な
賜
は
り
、
術
ほ
三
好
博

士
、
藤
井

覇
騎
粉
に
關
す

ろ
研
究

二
四
三

●



　

商

學

討

究

・
第

・】
巻

(上
)

二
四
四
…

博
士
、
柴
田
博
士
、
山
田
博
士
の
厚
意
な
得

お
ろ
こ
ど
な
鳴
謝
す
。
街
研
究
上
の
便
宜
な
賜
・り
六
る
俘
校
長
に
深
藩
謝
意
奄
表
す
。

山八
正
十
五
年
占ハ
月
μ

小
樽
高
等
商
業
學
校
商
品
實
瞼
室
。

第 第 第 第 第 第 第 第

八 七 六 五 四 三 ニ ー

圏 圃 圖 圖 圖 圖 圖 圖

寓

眞

読

明

萄
蕩
植
物
の
葉
の
全
観

(側
面
)o

萄
蕩
植
物
の
葉
柄
o

同
上
葉
の

一
部
な
略

自
然
大
に
影
篇
し
葉
脈
な
明
示
す
。

葉
の
全
観

(
上
面
)
o

萄
膓
植
物
の
球
茎

(
夏
苗
側
面
)
、
根
及
び
球
芽
、
倒
柱
。

萄
蕩
植
物
の
球
董

(
秋
苗
)
の
上
面
、
根
及
葉
痕
、
頂
芽
。

萄
霧
粉

(
萄
躬
細
胞
)
も
直
交

ニ
コ
ー
〃
に
装
置
し
て
黒
十
字
像
な
示
す
。

同
上
、
石
膏
板
挿
入
に
よ
り
干
渉
圃
な
示
す
。
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